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 要  旨 

山口 卓也 

 
1970 年代、考古学ボーイだった筆者は、神戸市西部で青少年期を過ごし、休日には自転

車を漕いで田野をめぐり、遺物を採集した。石器は壊れずに見つかり、何に使うものかが大
体わかり、また石材に綺麗なものもあって、その採集を好むようになった。採集した石器は、
ほとんどがサヌカイト(黒色ガラス質安山岩)で、縄文時代石鏃や削器などであったが、少し
だけ、側縁が刃部で反対側縁を背部加工したナイフ形石器が混じっていて、鎌木・高橋の『日
本の考古学』1 を勉強して鑑定できるようになった。1974 年、二上山北麓サヌカイト原産
地周辺の旧石器時代遺跡を報告した『ふたがみ』が刊行されて、近畿地方の旧石器時代研究
は発展期を迎える。小遣いで購入した『ふたがみ』の図版を開くと、掲載された石器類は、
原石産地の石器生産遺跡のため大きく重い。二上山から遠く 60ｋｍも離れた神戸西部で、
私が表面採集できた旧石器は、剥片のようなものばかりでナイフ形石器も不細工で小さか
ったので、「この大きさの差は、なぜだ？」「ひょっとして兵庫県播磨地方東部に国府型ナイ
フ形石器の時期はないのか」などと考えた記憶がある。この疑問は、筆者が大学に進学して
先史考古学、特に旧石器考古学を志したのち、近畿地方の後期旧石器時代を調べ、石器、石
器群、遺跡、遺跡のある場所、当時の旧石器時代人の古民族学的動態を考える出発点となっ
た。 
 
前 哨 近畿の 77 年 

「前哨」では、岩宿遺跡発掘から 77 年、「明石原人発見」から 92 年、国府遺跡再発掘か
ら 66 年の近地方旧石器時代研究の学史を俯瞰した。 

岩宿遺跡の発掘以前の 1931 年の直良信夫による「明石原人発見」は、1985 年の再発掘に
よって約 7 万年前の可能性が指摘された。岩宿の発見を受けて精力的な踏査を始めた鎌木
義昌は、1950 年代半ばから備讃瀬戸地域や国府遺跡を発掘、近畿・備讃瀬戸地域に、後期
旧石器時代の国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法、宮田型ナイフ形石器・櫃石島技法、井島Ⅰ
型ナイフ形石器が確認され、技術形態的型式学によって編年案を提示した（鎌木・高橋 1965）。 

1974 年、同志社大学旧石器文化談話会『ふたがみ』が刊行され、二上山北麓のサヌカイ
ト（黒色ガラス質安山岩）原石産出地周辺の後期旧石器時代遺跡群が報告された。松藤和人
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は、瀬戸内技法の再検討を行い、近畿地方後期旧石器時代の研究方法を、精緻な技術形態学
的型式学に高めた。 

1970 年代後半から 1990 年、高度成長期の開発ブームから、埋蔵文化財の緊急発掘調査
が増加した。旧石器時代遺跡の調査も、件数やその発掘面積に増加が見られた。これによっ
て、研究者個人によるため池や露頭の採集資料を基とした編年研究が、質的に転換をする転
機を迎えることとなった。初めての広域調査により集落的な景観を捉えた郡家今城遺跡や
津之江南遺跡、住居構造らしき構造を検出したはさみ山遺跡、長原遺跡、碇岩南山遺跡など
が調査され、研究の基盤が整ってくる。1980 年代半ば、兵庫県で板井寺ヶ谷遺跡、七日市
遺跡、溝口遺跡で広範囲調査が行われ、板井寺ヶ谷遺跡と七日市遺跡で姶良 Tn 火山灰が純
粋層で検出されて、初めての石器文化多層検出例となって、近畿地方旧石器時代編年に決定
的な時間座標を与えた。これにより従前のナイフ形石器の技術形態学的単方向編年を見直
すきっかけとなった。そこでは、徹底した石材の個体識別・接合作業が行われて、石器生産
技術の精密な技術形態的型式学研究の契機にもなり、さらには、そこから人の動きを読み取
って、遺跡構造、古民族学的動態研究に結びついていく。 

2000 年 11 月、「旧石器捏造事件」が発覚した。近畿地方の旧石器時代研究は、直接の当
事者被害者ではなかったが、この前後から研究の停滞が続いている。しかし、近畿地方瀬戸
内系旧石器の構造的研究は、十分に新たな展開が可能な状態となっている。 

 
第１章 サヌカイトという石材をめぐって 
 近畿地方の後期旧石器時代、石器の石材として開発され、近畿地方中央部で瀬戸内系旧石
器の石材となったサヌカイト（黒色ガラス質安山岩）について検討した。 

第 1 節「濱田耕作の「二子山文化」と末永雅雄の「二上山文化」」では、近畿地方の石器
石材が讃岐石（サヌカイト）であると最初に報告した濱田耕作の石材名命方法、「二子石」
「二子山文化」をめぐる経緯、それを継承した末永雅雄の「二上山文化」と二上山文化総合
調査に至る学史を検討し、近畿地方の二上山北麓産出のサヌカイト（黒色ガラス質安山岩）
は、「讃岐石」という意味を含む「サヌカイト」ではなく、中立的な「二上山産出黒色ガラ
ス質安山岩」と呼ぶべきことを提案した。 

第 2 節「末永雅雄先生の二つの大形石器」では、1955 年、末永先生が二上山北麓で採集
して奈良県立橿原考古学研究所の「二上山文化総合調査」のきっかけとなった大形石器 2 点
を報告した。この中で、末永雅雄先生も近畿地方に旧石器時代が存在するか、サヌカイトの
開発はどこまで遡るかに関心を寄せていたことが判明した。 

第 3 節「古瀬戸内とサヌカイト石材」は、近畿地方・備讃瀬戸地域間のサヌカイト石材産
地は古地形的にどこにあり、近畿と備讃瀬戸の中間地点である兵庫県たつの市碇岩南山遺
跡の石器群を解析して、後期旧石器時代瀬戸内系旧石器の石材供給と分布の意味を検討し
た。 

第4章「サヌカイトの産地」では、サヌカイト石材の産地間の判別は、蛍光X 線分析法
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により行われ、多くの考古学的検討事例もあるが、近畿・瀬戸内地域のサヌカイト石材の
産地と石器製作上の考古学的問題と、自然科学的方法による産地分析の両者が円滑に意味
のある分析結果を得るための課題を考えた。 
 
第２章 後期旧石器時代石器群の研究 
 瀬戸内系旧石器の構造研究のなかで、近畿地方各地や他地域の後期旧石器時代遺跡発見
石器群を研究したが、その中でも重要なものを取り上げた。 
 第1節「但馬地方における旧石器」は、兵庫県養父郡関宮町在住の研究者、高松龍暉氏
と兵庫県但馬地方で旧石器時代探索を行った成果である。近畿地方中央部と比べて遺跡分
布の疎らな但馬地方の旧石器時代・縄文時代草創期の石器を報告した。第3節「畑ヶ平高
原採集の石器群」は、近畿地方中央部、古大阪平野と全く環境の違う、温泉町の標高1000
ｍの高原上の旧石器時代遺跡群で採集した、多様な石材の石器群と安山岩製瀬戸内系旧石
器を報告した。 
 第 2 節「山形県越中山遺跡群採集の資料と瀬戸内技法についての一考察」は、遠く離れた
山形県越中山遺跡から発見された瀬戸内系旧石器を検討し、近畿地方中央部の極相の国府
型ナイフ形石器と瀬戸内技法と比べて、その国府型ナイフ形石器と瀬戸内技法には変容が
認められることを指摘した。 
 第 4 節「西日本における初期尖頭器石器群について」では、三重県度会郡ヒロサキ遺跡発
掘の尖頭器石器群を取り上げ、南関東と中部高知の尖頭器文化と比較、九州から近畿地方中
央部に分布する角錐状石器の後出であろうことから、西日本の初期尖頭器文化の中に位置
づけた。 
 第 5 節「旧石器時代集落の周辺」では、大阪府高槻市で発掘された郡家今城遺跡が、集落
としてどのような自然環境、資源環境にあって、なにが遺存し何が残らなかったかを考察し
た。遺跡が発掘されて発見される石器そのものの検討だけでは、遺跡がその位置にある意味
がわからないこと、遺跡も他の遺跡や資源環境、自然との連鎖の中で考察すべきことを述べ
た。 
  
第３章 兵庫県板井寺ヶ谷遺跡の二つの石器群と古民族学的構造 
 1984 年の板井寺ヶ谷遺跡の発掘では、筆者は石器の詳細記載だけに留まらず、石器の個
体識別、接合作業、遺物分布の統計学的解析をおこない、遺物分布の「潜在構造」研究を行
った。 
 第 1 節「板井寺ヶ谷遺跡の石器群」では、板井寺ヶ谷遺跡の姶良 Tn 火山灰純粋層の上と
下から発掘された上下二つの石器群を取り上げた。この石器軍医は南半の泥炭層中の C14
放射性年代が与えられて、近畿地方の旧石器時代編年に初めて時間座標が与えられた。 
「2．下位文化層の石器群」では、在地のチャート等を石材とする石器群と、近畿地方中央
部からもたらされたサヌカイトを石材とする石器群の、二つの石器群があること、それぞれ
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石器器種をそろえて保持していること、チャート等製石器群の剥片剥離技術は、縦長・不定
形剥片剥離技術に基盤があり、サヌカイト製石器群は、瀬戸内系旧石器の横長剥片剥離技術
であることを明らかにした。続いて、下位文化層の年代的検討から、約 25,0000 年前に中国
山地帯内と近畿地方中央部・瀬戸内地域と、地域伝統の異なる二つの石器群が共存している
ことを示した。 
「3．上位文化層の石器群」では、姶良 Tn 火山灰降灰直後に、サヌカイト製角錐状石器を
持つ石器群があることを示した。 
第 2 節「板井寺ヶ谷遺跡の自然環境」では、発掘調査時の古地理学的背景、水文環境、古植
生の調査について、自然科学的古環境分析結果の考古学への統合を行なった。古植生では、
近畿地方における姶良 Tn 火山灰降灰による植生への大規模ダメージが明らかになった。以
上を受けて、「3．遺跡の立地点」では、篠山盆地全体を視野に入れて遺跡の立地点の考古学
的評価を行った。 

第 3 節「集落としての板井寺ヶ谷遺跡」は、「1．下位文化層の遺跡構造」「a.遺物・遺構
の分布」で、当時の生活面であった姶良 Tn 火山灰直下の微地形を復元、その上に分布した
石器、遺構の分布を記述し、そのまとまり：ブロックを設定した。その結果、遺跡内の陸地
部分に石器や遺構が分布しているが、主にチャート等石器群は北半、サヌカイト製石器は南
半の陸地に分布していること、チャート等の南半分布はほとんどないが、サヌカイトはまん
べんなく分布するという違いが明らかになる。石器類の石核や剥片、破損した石器の接合作
業、個体別分類作業を行って、石器類ブロック間の関係を明らかにした。石器器種も、その
機能と刃の機能について潜在構造も検討した。「ｂ.集落構造」では、板井寺ヶ谷遺跡下位文
化層に、チャート等石器群を持つ在地集団と、サヌカイト石器群を持つ瀬戸内系集団の二集
団が、遺跡内で「南北構造」をもって集落を形成したことを明らかにした。住居と世帯の認
定についても検討した。「ｃ.集落と古民族学的動態」では、それまでの潜在構造分析を根拠
に、集落景観と構造、中国山地帯内集団と瀬戸内系集団の集団間関係にまで論を進めた。こ
の解析は、当時の生業・石材戦略と地域的・社会的集団の動態を描き出す有力な手段である
と考える。 

「2．上位文化層の遺跡構造」では、角錐状石器を持つ石器群の集落構造を検討した。 
 

第４章 瀬戸内系旧石器の構造 
 第 4 章では、近畿地方瀬戸内系旧石器が強固な地域性を発現する仕組みを、石器文化伝統
と石器生産のシステムが空間的に広がる構造を組み合わせて明らかにする。 
 第 1 節「所謂瀬戸内系の旧石器と横長剥片剥離技術伝統について」では、近畿瀬戸内中央
部で瀬戸内系旧石器に対して行われた技術形態学的研究を辿って、技術形態的型式学の概
念と用語を整理し、この地域の瀬戸内系旧石器は、極相の国府型ナイフ形石器、宮田山型ナ
イフ形石器、井島Ⅰ型ナイフ形石器の諸型式、瀬戸内技法と櫃石島技法や矮小化した不定形
剥片剥離技術まで、石器文化伝統として一体であると考えた。 
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 第 2 節「瀬戸内系旧石器の存続期間について」では、板井寺ヶ谷遺跡での姶良 Tn 火山灰
による層序出土例の絶対年代付与を受けて、瀬戸内系旧石器の編年について再検討を行っ
た。後期旧石器時代前半期の板井寺ヶ谷遺跡下位文化層は、近畿地方中央部から見て遠隔地
辺縁であって、ここに国府型ナイフ形石器と瀬戸内技法がないこと、むしろナイフ形石器は
小形で櫃石島技法に近い横長剥片剥離技術であることは、従来編年の国府型から宮田山型、
井島Ⅰ型、大から中、小へと石器が小形矮小化して行くにつれて剥片剥離技術も変異すると
いう直線的編年では説明できないことを指摘した。個々の遺跡の石器群は、遠隔地と石器石
材原石産地周辺の遠と近の間でも変わり得るということ、時間軸以外の空間軸も、石器群の
理解のために考えないといけないことを指摘した。 
 第 3 節「旧石器時代における「移動」について」は、学部学生の頃、各地の旧石器時代遺
跡発掘に参加し、瀬戸内系旧石器以外の石器群を見たときに、両者ずいぶん違うと思ったこ
とから考えたもので、1983 年、大阪歴史学会「ヒストリア」に発表したものである。瀬戸
内系旧石器の構造的研究として、最初の根幹的論文となった。埼玉・静岡・富山の旧石器時
代遺跡で使われた石器石材が、どう消費されるか、補充のたびにどれくらい入れかわるかを
検討、近畿地方の瀬戸内系旧石器のサヌカイト石材の石器生産と消費の仕方が異なること
を指摘した。この研究は、第 4 節「二上山を中心とした石材の獲得」に引き継がれて、二上
山北麓の原石産地周辺遺跡と、離れた遺跡を、遠隔地遺跡の石器群を、数量と新たに重量の
二つの「数量」から統計学的に比較したものである。瀬戸内系旧石器が、石器生産に「工程
の異所展開」を行って、重量作業は原石産地周辺で行い、遠隔地へは素材や製品としてのナ
イフ形石器を持ち出して、運搬重量の軽減を計っていることを明らかにした。石器石材とい
う資源が二上山北麓という一点にあることから、それを遠隔地まで運んで消費することに
石器生産技術が適応し、石器文化伝統の中に組み込まれたと考えた。 
 第 5 節「近畿地方における旧石器時代遺跡の立地」は、第 3 節第 4 節を受けて、瀬戸内
系旧石器が、なぜサヌカイト石材に固執した石器文化伝統であるのかを、遺跡立地の差から
地域性の発生を考えたものである。近畿地方中央部、古大阪平野にある遺跡と、中国山地帯
内の遺跡では、地形に開放感があるかどうか、分断されているかどうか、資源環境も異なり、
旧石器時代人に積み重なって形成される「心象風景」の違いが地域性形成へと至ると考えた。 

第 6 節「西南日本における後期旧石器時代前半期の一様相」では、西南日本の後期旧石器
時代台形様石器群を観察、それからナイフ形石器群への移行を探った。第 7 節「近畿地方台
形様石器群の一様相」では、板井寺ヶ谷遺跡下位文化層に含まれる台形様石器群を詳細に再
検討した。サヌカイト製台形様石器群は、瀬戸内系旧石器の横長剥片素材ナイフ形石器とと
もにあって、必ずしも遠隔知的な石器器種ではないことが明らかになった。 

第 8 節「淡路島、大阪湾と播磨灘」では、近畿地方中央部と備讃瀬戸の間にある淡路島
に、旧石器時代遺跡が少ないことを取り上げた。後期旧石器時代の活動領域は、低地や平野、
回廊であり、山地、高所にあることは希であった。淡路島は、資源環境として大きくなく、
両地域の中間空白帯である可能性を考えた。 
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第５章 サヌカイトの開発と黒色ガラス質安山岩 
 第 1 節「サヌカイト以前」では、本書第 4 章で考察したように近畿地方中央部の瀬戸内系
旧石器は構造化して、二上山北麓産出のサヌカイトを石材としているが、その開発はいつ始
まったのか、サヌカイトを使用しない石器があるとすれば、それは何なのかを考察した。各
地の不明石器と年代根拠となる広域火山灰の例を示した。 
 第 2 節「兵庫県北部における安山岩製旧石器の石材山地」では、瀬戸内火山岩区である二
上山北麓サヌカイトと異なる第三紀山陰火山岩区に属する安山岩や第四紀火山岩安山岩が
産出していて、それらが石器に使われていたとしても、は岩石学的に「サヌカイト」と呼べ
ない「黒色緻密質（ガラス質）安山岩」である。第 1 章で取り上げた畑ヶ平遺跡群の坑南岸
石器も多くがこれと対応する。近畿地方は、近畿地方中央部の古大阪平野と中国山地帯内の
回廊や高原上遺跡群は、石器石材の供給を異にするが、一部は広域に搬入されるものがあっ
て、両者が交指する動態を捉える必要がある。 
 第 3 節「西宮市甲山の黒色ガラス質安山岩と甲山山頂遺跡の旧石器」では、二上山北麓以
外に、サヌカイトのような「黒色ガラス質安山岩」が他に産出していないかどうか、それが
石器となっていればどんなものかを確認するため、兵庫県甲山山頂遺跡の石器を調査、また
甲山火山岩産出状況も踏査した。山頂遺跡石器群は、台形様石器石器群で、後期旧石器時代
前半期の位置付けで、甲山安山岩に含まれる黒色ガラス質安山岩を素材とする。近畿地方中
央部の台形様石器石器群であり、武庫川回廊の出口にあることは興味深い。この黒色安山岩
は、見た目で二上山北麓とは差異があって区別できるが、二上山北麓以外の瀬戸内火山岩区
黒色ガラス質安山岩が石器となっていることは、同種石材見かけで二上山産出と誤認する
事例の存在を疑う根拠となった。 
 第 4 節「大阪府富田林嶽山周辺の火山岩産出地と龍泉寺西参集の石器」は、近畿地方中央
部において、二上山以外の火山岩で石器石材となる得る産地があるか、石器生産がなされて
いるかを確かめるため、嶽山周辺を踏査した。嶽山東の竜泉寺西で少しの石器を採集し、横
山では黒色ガラス質安山岩の転石を確認した。 
 第 5 節「河内長野市寺ヶ池西岸発見の石器について」は、河内長野市天野川・寺ヶ池の火
山岩産出地を踏査して、周辺の大阪層群中などに安山岩転石を発見、一部は二上山北麓春日
山サヌカイト（黒色ガラス質安山岩）と同等のものであることを確認、さらに寺ヶ池西岸で
石器を採集した踏査の記録である。寺ヶ池に二上山北麓と肉眼観察で区別できない石材が
あることは、「サヌカイト＝二上山北麓産出」と見なせなくなったことを示している。一方、
採集された石器は、非サヌカイトの安山岩製で、近畿地方の後期旧石器文化の中で未認識の
技術形態的特徴を示し、前・中期旧石器時代のクリーバーの形態的属性を備えていることが
注目され、調査を続けることが必要な地点となった。 
 
第６章 瀬戸内系旧石器の構造的研究と成果 



7 
 

 第 1 節「旧石器時代研究の背景」では、筆者が岩宿遺跡発見以来 77 年の研究史の 40 数
年を過ごしてきた時間軸で、学史的な研究の進展と自身の研究の連鎖を記した。筆者の青少
年期の採集行が、手元の石器を考えるとき、既存の編年や事例に「違和感」を感じたことが、
今までの筆者の研究ベクトルを規定したことが、十分振り返って理解できる。 
 第 2 節「近畿地方瀬戸内系旧石器の特性について」では、本書で幾重にも論じたように、
近畿地方瀬戸内系旧石器の構造が、汎列島的にみて特異な石器文化、地域であったことを結
論し、古民族学的に描き出すことでまとめとした。近畿地方瀬戸内系旧石器は、その名の通
り「瀬戸内」「古大阪平野」と切り離せない地域石器文化であり、石器石材産地を中央に持
つ大地形が一体となって、より強く構造化した。 

日本列島は、細長い列島地形に脊梁山脈と海岸部に張り付く平野によって、細かい環境帯
で区分できる構造がある。この細かな地域性の発現は、縄文時代以降も続き、さらに細かく
文化的地域性によって分かたれていく。一方、世界史的には、このような地帯は、例外的な
存在ではと感じる。例えばヨーロッパ後期旧石器時代は、ヨーロッパ中央平原が一つの石器
文化ステージで編年されている。これと比べて、日本列島、特に瀬戸内系旧石器は、細やか
な地域性が発現している特徴があって、それぞれの資源環境に適応した石器文化が地域性
を発現させているのだと思われる。 

その構造は、この地形単位が続く限り安定して存在した。その一体性が損なわれたとき、
後期旧石器時代の瀬戸内系旧石器の構造は終焉を迎える。筆者は、氷河期後半の温暖化によ
る地理阻害を構想している。 

 第 3 節「瀬戸内系旧石器以前」は、今後筆者が取り組む課題、瀬戸内系旧石器の成立前
後の様相を解明することであり、近畿地方に前・中期旧石器があるかどうかを解明すること
である。蓄積された発掘データを駆使できない非サヌカイト石器の探求と、サヌカイト石材
開発の資源解明は、筆者自身の現地踏査と組み合わせて解明する必要がある。2023 年 2 月、
河内長野市寺ヶ池の池底を、寺ヶ池火山岩の採集のため歩いていて、第 5 章第 5 節の写真
にある石器 1 を発見した。考古学は発見の学問であり、その発見の価値は、最初に手にした
考古学研究者が解明しないといけない。二上山産出サヌカイト（黒色ガラス質安山岩）では
ない、ひょっとしてサヌカイト開発前の、前・中期旧石器時代かどうか、筆者の新たな課題
となった。 
 

本書は、筆者が青少年時代に石器発見の時に持った疑問を、試行錯誤、右往左往しながら
も、真摯に解明しようと取り組んだ軌跡である。 
  



8 
 

 



 

 

 

近畿地方瀬戸内系旧石器の構造 

 

 

 

 
 

 

 

山口 卓也 

  



 



iii 
 

目  次 

 

前 哨         1 

前哨 近畿の 77 年      2 

 

第 1 章 サヌカイトという石材をめぐって     13 

第１節 濱田耕作の「二子山文化」と末永雅雄の「二上山文化」  14 

第２節 末永雅雄先生の二つの大形石器    32 

第３節 古瀬戸内とサヌカイト石材     39 

第４節 サヌカイトの産地      51 

 

第 2 章 後期旧石器時代石器群の研究     55 

第 1 節 但馬地方における旧石器     56 

第 2 節 山形県越中山遺跡群採集の資料と瀬戸内技法についての一考察 66 

第 3 節 畑ケ平高原採集の石器群     77 

第 4 節 西日本における初期尖頭器石器群について   90 

第 5 節 旧石器時代集落の周辺     99 

 

第 3 章 兵庫県板井寺ヶ谷遺跡の二つの石器群と古民族学的構造  117 

第 1 節 板井寺ケ谷遺跡の石器群     118 

１，板井寺ケ谷遺跡の２時期の石器群    118 



iv 
 

2．下位文化層の石器群      124 

ａ，石器群の組成      124 

ｂ，剥片剥離技術      126 

ｃ，下位文化層の２つの石器群    129 

ｄ，石器生産技術体系と石材    130 

ｅ，下位文化層の編年的・系統的位置   131 

３，上位文化層の石器群      136 

第２節 板井寺ケ谷遺跡の自然環境     140 

１， 古地理学的背景      140 

２，古植生       142 

３，遺跡の立地点       147 

第３節 集落としての板井寺ケ谷遺跡    151 

１，下位文化層の遺跡構造      151 

ａ，遺物・遺構の分布     151 

ｂ，集落構造      167 

ｃ，集落と古民族学的動態     174 

  ２，上位文化層の遺跡構造      187 

 

第 4 章 瀬戸内系旧石器の構造      191 

第 1 節 所謂瀬戸内系の旧石器と横長剥片剥離技術伝統について 192 

第 2 節 瀬戸内系旧石器の存続期間について    203 



v 
 

第 3 節 旧石器時代における「移動」について   216 

第 4 節 二上山を中心とした石材の獲得    231 

第 5 節 近畿地方における旧石器時代遺跡の立地   249 

第 6 節 西南日本における後期旧石器時代前半期の一様相  261 

第 7 節 近畿地方台形様石器群の一様相    271 

第 8 節 淡路島、大阪湾と播磨灘     286 

 

第 5 章 サヌカイトの開発と黒色ガラス質安山岩    293 

第 1 節 サヌカイト以前      294 

第 2 節 兵庫県北部における安山岩製旧石器の石材産地  302 

第 3 節 西宮市甲山の黒色ガラス質安山岩と甲山山頂遺跡の旧石器 316 

第 4 節 大阪府富田林嶽山周辺の火山岩産出地と龍泉寺西採集の石器 339 

第 5 節 河内長野市寺ヶ池西岸発見の石器について   342 

 

第 6 章 瀬戸内系旧石器の構造的研究と成果     351 

 第 1 節 旧石器時代研究の背景     352 

 第 2 節 近畿地方瀬戸内系旧石器の特質について   357 

 第 3 節 瀬戸内系旧石器以前     361 

 

典 拠         363 

引用・参考文献        365 



vi 
 

挿図目次 
 
 

第 1 章 
 
図 1 秋里籬嶌著・丹羽桃渓画 1801『大坂名所図會』 二子山 二上嶽  15 
図 2 濱田耕作京都帝国大学教授      16 
図 3 通論考古学       16 
図 4 近畿・中国地方の第三紀第四紀火山岩分布     18 
図 5 二上火山地質図       18 
図 6 二上火山調査報告       22 
図 7 箱根火山研究録       23 
図 8 二上山文化總合調査記録 文書箱「二上山」の一部    26 
図 9 末永雅雄奈良県立橿原考古学研究所所長・関西大学名誉教授   27 
図 10 二上山西麓の大形打製石器      27 
図 11 末永雅雄先生のサヌカイト製大形石器１     33 
図 12 末永雅雄先生のサヌカイト製大形石器２     34 
図 13 兵 庫 県 碇 岩 南 山 遺 跡 の 石 器  1     41  
図 14 兵庫県碇岩南山遺跡の石器 2      42 
図 15 瀬戸内の沈水谷       43 
図 16 近畿・讃岐北部間の遺跡分布      46 
図 17 瀬戸内系旧石器のサヌカイト石材開発     47 
 
 
第 2 章 
 
図 18 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の遺跡    56 
図 19 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の石器 1    57 
図 20 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の石器 2・3    58 
図 21 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の石器 4    60 
図 22 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の石器 5    61 
図 23 但馬地方における旧石器・縄文時代草創期の石器 6    62 
図 24 瀬戸内系旧石器出土遺跡分布図      67 
図 25 越中山 K 地点遺跡採集の遺物      68 
図 26 越中山 S 地点遺跡採集の遺物      69 
図 27 越中山 S 地点遺跡採集の細石刃核剥離面の切り合い関係   70 
図 28 越中山Ｋ地点遺跡の接合資料（1）     71 
図 29 越中山Ｋ地点遺跡の接合資料（2）     72 
図 30 鎌木義昌氏による瀬戸内技法模式図     73 
図 31 松藤和人氏による瀬戸内技法模式図     73 
図 32 櫃石島遺跡の遺物       74 
図 33 畑ケ平高原遺跡周辺地形図      77 



vii 
 

図 34 畑ケ平高原の旧石器採集地点      77 
図 35 畑ケ平高原採集の石核      78 
図 36 畑ケ平第 1 地点採集の石器      79 
図 37 畑ケ平高原第 3 地点採集の石器      80 
図 38 畑ケ平高原第 4 地点採集の石器      81 
図 39 畑ケ平高原第 7 地点採集の石器（1）     83 
図 40 畑ケ平高原第 7 地点採集の石器（2）     85 
図 41 畑ケ平高原第 7 地点採集の石器（3）     86 
図 42 上山高原採集のナイフ形石器      87 
図 43 ヒロサキ遺跡出土の尖頭器      91 
図 44 南関東の尖頭器       92 
図 45 中部高地の尖頭器       93 
図 46 甲板面調整ある角錐状石器      95 
図 47 郡家今城塚跡周辺地形図      100 
図 48 近畿地方中央部・西南日本の植生分布     101 
図 49 郡家今城遺跡 C 地点遺物出土状況（冨成・大船 1978）   105 
図 50 郡家今城遺跡 C 地点の集中箇所別石器組成（冨成・大船 1978）  106 
図 51 郡家今城遺跡周辺環境と物質的資源の推定     109 
 
 
第 3 章 
 
図 52 板井寺ヶ谷遺跡の位置      118 
図 53 基本層序と放射性炭素年代      120 
図 54 土層ダイアグラム       120 
図 55 下位文化層の石器 サヌカイト 1     121 
図 56 下位文化層の石器 サヌカイト 2     122 
図 57 下位文化層の石器 チャート等 1     123 
図 58 下位文化層の石器 チャート等 2     124 
図 59 下位文化層の石器 サヌカイト接合資料     127 
図 60 下位文化層の石器 チャート接合資料     128 
図 61 上位文化層の石器       138 
図 62 基本土層柱状図と泥炭層の放射性炭素年代     141 
図 63 板井寺ケ谷遺跡周辺の水文環境      142 
図 64 姶良Ｔn 火山灰直下の樹木化石      145 
図 65 姶良Ｔn 火山灰による植生へのダメージ     146 
図 66 板井寺ケ谷遺跡周辺地形      148 
図 67 下位文化層埋没地形鳥観図      151 
図 68 下位文化層埋没微地形      152 
図 69 下位文化層石器分布状況      153 
図 70 下位文化層石器ブロックと礫石分布図     154 
図 71 下位文化層チャート等製石器分布図     155 



viii 
 

図 72 石器ブロック石器組成集積図 1      156 
図 73 石器ブロック石器組成集積図 2      157 
図 74 下位文化化層サヌカイト接合関係     159 
図 75 下位文化層 チャート等接合関係分布図     160 
図 76 下位文化層接合資料ブロック間頻度     161 
図 77 石器機種間分布相関のモデル      162 
図 78 石器機種間分布相関関係      163 
図 79 石器相関関係樹状図       164 
図 80 ブロック別主要石器組成      171 
図 81 下位文化層の世帯ユニット配置図     175 
図 82 東部瀬戸内地域の遺跡分布と原石産地     179 
図 83 下位文化層の集落景観想像図      184 
図 84 上位文化層の世帯ユニット配置図     188 
図 85 板井寺ヶ谷遺跡全景（北から）      190 
 
 
第 4 章 
 
図 86 ナイフ形石器・剥片・石核各部の名称     193 
図 87 松藤和人による瀬戸内技法模式図     194 
図 88 ナイフ形石器・角錐状石器の形態     194 
図 89 櫃石島遺跡の剥片・石核      195 
図 90 瀬戸内技法・石刃技法模式図      197 
図 91 高井戸東遺跡Ⅸ下層の横長剥片石核     198 
図 92 越中山遺跡Ｋ地点の接合資料      199 
図 93 岩戸遺跡の接合資料       200 
図 94 ネガティブな剥離面の切り合うナイフ形石器    202 
図 95 遺跡分布図       204 
図 96 百枝遺跡の接合資料       206 
図 97 桜ヶ丘第一地点遺跡下層の遺物      207 
図 98 板井・寺ヶ谷遺跡下層の遺物（1）     208 
図 99 板井・寺ヶ谷遺跡下層の遺物（2）     209 
図 100 恩原遺跡の遺物       210 
図 101 板井・寺ヶ谷遺跡下層の接合資料     212 
図 102 砂川遺跡の個体識別資料接合例      217 
図 103 松藤和人による瀬戸内技法模式図     226 
図 104 近畿地方の遺跡分布       232 
図 105 瀬戸内技法第 1 工程第 2 工程模式図     233 
図 106 各遺跡の石器組成と重量組成      234 
図 107 各遺跡の石核と剥片類の重量組成     235 
図 108 瀬戸内技法・横長剥片剥離技術関係石器類の数量組成    236 
図 109 サヌカイト・チャート等石器の数量・重量     238 



ix 
 

図 110 石材供給状況と石器生産技術の構造     241 
図 111 西南日本の遺跡分布図      249 
図 112 板井寺ヶ谷遺跡の南展望      250 
図 113 板井寺ヶ谷遺跡の北展望      250 
図 114 板井寺ヶ谷遺跡       251 
図 115 七日市遺跡       252 
図 116 溝口遺跡        252 
図 117 郡家今城遺跡       253 
図 118 国府遺跡        253 
図 119 桜ヶ丘遺跡       254 
図 120 七日市遺跡第Ⅱ文化層のサヌカイト製石器     263 
図 121 溝口遺跡のサヌカイト製石器      264 
図 122 冠高原 D 地点の安山岩製石器      265 
図 123 遺跡分布図       267 
図 124 台形様石器実測図（サヌカイト）1     272 
図 125 台形様石器実測図（サヌカイト）2     273 
図 126 台形様石器実測図（チャート）3      274 
図 127 サヌカイト製台形様石器接合実測図     275 
図 128 チャート製個体別資料 NO,39 台形様石器接合実測図    276 
図 129 チャート製個体別資料 NO,59 台形様石器接合実測図    277 
図 130 チャート製個体別資料 NO,106 台形様石器接合実測図 1   278 
図 131 チャート製個体別資料 NO,106 台形様石器接合実測図 2   279 
図 132 東部瀬戸内地域の遺跡分布      287 
図 133 浦壁池遺跡のナイフ形石器      288 
図 134 瀬戸内の沈水谷       289 
 
 
第 5 章 
 
図 135 各地の石器       297 
図 136 畑ケ平高原の火山灰分析      299 
図 137 兵庫県北部の鮮新世～更新世火山岩類の分布    304 
図 138 八木西宮遺跡の旧石器      306 
図 139 大山田遺跡の旧石器       308 
図 140 甲山周辺地形図       317 
図 141 甲山山頂遺跡の石器 1      318 
図 142 甲山山頂遺跡の石器 2      319 
図 143 甲山周辺の国府型ナイフ形石器      322 
図 144 甲山採集の石器       325 
図 145 甲山周辺の地質図と甲山地形の成因（藤田 1959）    332 
図 146 嶽山周辺地形       341 
図 147 嶽山周辺地質図       341 



x 
 

図 148 嶽山龍泉寺西採集の石器類      341 
図 149 周辺踏査地図       343 
図 150 寺ヶ池西岸の石器採集範囲      344 
図 151 アーバンクボタ 30 号       346 
 
第 6 章 
図 152 旧石器文化第Ⅱa 亜文化期 遺跡の分布     357 
  



xi 
 

写真目次 
 
 

写真 1 末永雅雄先生の二つの大形石器      32 
写真 2 展示会「国府遺跡発掘 100 周年―近畿地方先史時代考古学のはじまり―」  35 
写真 3 福原潜次郎氏国府遺跡採集大形石器（京都大学総合博物館蔵）   36 
写真 4 化石人類頭骨模型（右奥：国府遺跡頭骨）・化石人類復元胸像   38 
写真 5 板井寺ケ谷遺跡下位文化層埋没地形     119 
写真 6 板井寺ケ谷遺跡の泥炭堆積物      143 
写真 7 発掘区南端の泥炭堆積      144 
写真 8 姶良Ｔn 火山灰直下の樹木化石      144 
写真 9 下位文化層礫土壙       165 
写真 10 下位文化層礫土壙断面      165 
写真 11 兵庫県美方郡新温泉町畑ケ平高原の安山岩四種類の旧石器   305  
写真 12 兵庫県養父市鉢伏山東麓の安山岩溶岩露頭     312 
写真 13 兵庫県美方郡新温泉町岸田扇ノ山東麓（畑ケ平：亀滝周辺）安山岩溶岩露頭  313 
写真 14 兵庫県美方郡新温泉町岸田扇ノ山東麓（畑ケ平：亀滝）安山岩溶岩露頭  313 
写真 15 鳥取県八頭郡若桜町諸岡屏風岩の安山岩溶岩露頭    314 
写真 16 鳥取県八頭郡若櫻町赤松の安山岩採石場     314 
写真 17 東六甲展望台から甲山・大阪平野を望む（西北西から）   316 
写真 18 甲山（南から）       316 
写真 19 甲山山頂遺跡の石器（左）と周辺の国府型ナイフ形石器（右）   323 
写真 20 安山岩の剥離面       324 
写真 21 C 地点上部の露頭       329 
写真 22 火山岩頸東側標高 250ｍの露頭       329 
写真 23 北東標高 210ｍの露頭      329 
写真 24 甲山安山岩 B 暗灰色無斑晶質      329 
写真 25 北西麓の礫       329 
写真 26 北西麓の甲山安山岩 A 黒色ガラス     329 
写真 27 C 地点大阪層群中の礫      330 
写真 28 C 地点の甲山安山岩 A 黒色ガラス質     330 
写真 29 仁川河床の甲山安山岩（A：左 B：右）     330 
写真 30 仁川河床の転石 1       330 
写真 31 仁川河床の転石 2       330 
写真 32 灰色無斑晶安山岩（写真 15 の個体）     330 
写真 33 嶽山遠景写真       341 
写真 34 汐ノ宮火山岩露頭       341 
写真 35 無斑晶安山岩（横山）      341 
写真 36 嶽山龍泉寺西採集の石器類      341 
写真 37 寺池台住宅地石垣の安山岩 B 地点     343 
写真 38 南希望ヶ丘住宅地の安山岩 F 地点     343 
写真 39 寺池台の西麓 I 地点、天野川河床の火山岩転石    343 



xii 
 

写真 40 1968 年の寺ヶ池改修       344 
写真 41 寺ヶ池西岸 石器発見箇所      345 
写真 42 石器 1 発見状況       345 
写真 43 寺ヶ池西岸 石器 6 発見状況      345 
写真 44 寺ヶ池西岸遠景（北から）      345 
写真 45 寺ヶ池西岸採集の石器 1      348 
写真 46 寺ヶ池西岸採集の石器 2 寺ヶ池西岸採集の石器 2・3    349 
写真 47 寺ヶ池西岸採集の石器 4・5・6     349 
写真 48 2023 年 10 月、水位の下がった寺ヶ池     350 
 
 
 
 
 
 

表目次 
 
 
表 1 郡家今城遺跡 C 地点の石器組成表     108 
表 2 下位文化層の石器組成      125 
表 3 上位文化層の石器組成      137 
表 4 板井寺ケ谷遺跡周辺の地形要素比率     148 
表 5 下位文化層石器ブロック別組成表     156 
表 6 石器機種別密度       163 
表 7 瀬戸内技法の崩壊過程の組み合わせ     201 
表 8 砂川遺跡における個体識別資料      218 
表 9 野沢遺跡における個体識別資料組成     220 
表 10 瀬戸内技法関連遺物組成      225 
表 11 各遺跡の地形要素（４㎞圏の百分率比）     257 
表 12 台形様石器を再定義した石器組成     280 
表 13 兵庫県北部の第四紀火山      304 
表 14 兵庫県北部の第四紀火山岩類化学組成（先山他 1995）   305 
表 15 甲山安山岩の成分組成表 5-3-2      333 
表 16 甲山安山岩ハーカー図      333 
表 17 久保弘幸 2021 「但馬高原地帯後期旧石器時代遺跡の編年」   355 

 



近畿地方瀬戸内系旧石器の構造 
 

1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

前   哨 

 

 

 

 
 

板井寺ヶ谷遺跡下位文化層の横長剥片 
  



前  哨 

2 
 

前 哨 近畿の 77 年 

 
はじめに 
 近畿地方の旧石器時代研究史は、1946 年の「岩宿」以前にも直良信夫氏による 1931 年の「明
石原人」発見という重要な日本旧石器時代研究上のエポックを有しており、これを考慮すると
すでに 92 年の歴史を有している。近畿地方は、「岩宿」以後にまず、鎌木義昌による瀬戸内地
域でのいくつかの調査と連動して国府遺跡の発掘が行われた。続いて地域に拠点を置く在野研
究者による踏査活動と遺跡発見、資料採集を経てから、同志社旧石器文化談話会メンバーによ
る二上山北麓でのサヌカイト原産地の踏査・研究へと連なる。最近 40 年間には、いくつかの研
究史上重要な遺跡の発掘調査など、いくつかの節目を経ている。 
 これらは、近畿地方の研究者独自の動きとして発生した場合と、近畿地方の研究動向の自立
的な展開によるものではなく他地域の研究動向を受けたものであったり、また他地域から近畿
の研究者への研究姿勢や思考方法の変革の連鎖が、遙かに遅れて派生したりする場合も見られ
る。 
 本稿では、近畿地方における 77 年を、まず時代を反映した発掘調査遺跡とその成果を、時期
的に重複した部分もあるが、「画期」ごとに研究史として整理する。最後に個々の研究内容を
紹介するのではなく個々の論考と関係させて近畿地方旧石器研究の成果と今後の課題のいくつ
かを描き出してみたい。 
 

１．近畿地方における旧石器研究史とその画期 

 ａ．岩宿遺跡の発掘以前：直良信夫 
 1931 年 4 月 18 日、直良信夫は兵庫県明石郡大久保村西八木海岸の崩壊土から一片の腰骨化
石を採集した。これが後に「明石原人（明石人）」と名付けられたものである。その「明石人」
発見以前の 1927 年 11 年 26 日には、同海岸（屏風ヶ浦）にて石器（瑪瑙）を発見すると共に、
旧象化石（臼歯）破片も発見し、直良は、日本にも旧石器時代が存在していたと確信していた。
直良の西八木海岸での発見は、旧石器時代の遺物と人類化石の同じ「場所」からの発見を目指
したもので、近畿地方における旧石器時代の研究は哺乳動物化石と石器との関連を当初から念
頭に置いていた、直良信夫によって開始されたと言い切れよう（直良 1931ab、直良 1995、春
成 1994）。岩宿を遡る 18 年前である。 
 その後、この「明石人」の腰骨や、直良信夫の採集した「旧石器」については、春成秀爾を
はじめ、考古学や人類学の分野で多くの調査や様々な議論が展開され、1985 年の春成による西
八木の発掘調査へとつながった（春成 1987）。発掘の結果、自然科学的分析により「明石人」
腰骨算出層は約７万年前の西八木層であろうとされ、また人為とも見られる木片の出土をみて
いる。しかし、直良の発見資料自体についての評価は、腰骨が戦災で失われたこと、直良の地
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点が海蝕によって失われていることから、今日においてもその決着を見ることはない。 
 1997 年には西八木海岸から東約 2.5km の藤江川添遺跡（明石市）から瑪瑙製の「ハンドア
ックス」様の石器が発見された。稲原昭嘉はこの石器について、縄文時代に属する溝状遺構下
部の砂礫層中で検出したが、「形態的特徴、使用石材等から後期旧石器時代（今から約 3 万年
前）をさかのぼる様相を呈したものとみなされ、旧人段階の人類の存在を強く裏付ける資料と
なった」と報告した（稲原 1998）。直良信夫の採集した「明石人」骨や「旧石器」の出土が想
定されている地層と、今回の「ハンドアックス」が出土した礫層との関係は、今後の大きな課
題であるが、一方、近畿地方における「前期（中期）旧石器」の存在を考える上で、サヌカイ
ト石材の開発時期との関係を把握することが大きな課題となっている。 
 近畿地方でもっとも著名な国府遺跡の 1957 年の再発掘は、戦前に採集されたハンドアック
スと考えられた石器や獣骨の出た「礫層」が、旧石器時代のものであるかどうかが発端であっ
たことも忘れられない。また、大阪市文化財協会は長原遺跡や山之内遺跡で、約 10 万年前の層
準まで発掘を行い、ナウマン象などの大形動物の歩行痕化石を検出しており、同一水平面に人
類活動の痕跡を見いだす試みを続けている。近畿において、その研究史初期において、直良に
よる研究視点の先見性は銘記されなければなるまい。 
 
 ｂ．岩宿遺跡の発掘以後：鎌木義昌 
 直良信夫の明石における調査研究以後、近畿地方では二上山北麓地域を対象とした橿原考古
学研究所の総合調査で、1950 年代中頃に大阪府羽曳野市飛鳥新池遺跡が発掘され、若干の遺物
が出土したが十分に認識されず終わった以外、旧石器時代に関する研究は皆無であった。 
 一方、岩宿以後すぐに瀬戸内地域を中心として旧石器時代・縄文時代の研究を進めてきた鎌
木義昌らは、1954 年の香川県井島遺跡・岡山県鷲羽山遺跡の発掘調査を皮切りに、各遺跡の発
掘調査や表面採集資料調査など、瀬戸内海地方の「先土器時代」文化編年の調査研究を本格化
させた。岩宿から約８年遅れて 1957・58 年、瀬戸内海地方の東に位置する国府遺跡（大阪府）
の鎌木と山内清男らにより行われた調査は、かつて喜田貞吉がヨーロッパ旧石器との類似を指
摘した「租石器」の出土層位を確かめるために行われた（喜田 1915）。ハンドアックス状の石
器形態から前期旧石器時代の疑いがもたれ、近畿地方での初めての旧石器検出を目的とした調
査であったが、多数の縄文人骨などに目を奪われた結果、相当層位までの調査は行われなかっ
た。 
 この国府遺跡の発掘では、当初の目的とは異なった旧石器が出土し、黄色粘土層中よりサヌ
カイト製の「相当量の横剥石核、横剥刃器、ナイフ形石器」を発掘した。そしてこの資料を分
析した鎌木義昌は、「特殊の技法による石器製作過程が判明し、瀬戸内技法と名づけ」、「こ
の技法によってできあがる剥片を「翼状剥片」とよび、完成したナイフ形石器を国府型のナイ
フ形石器」と呼んだ（鎌木・高橋 1965）。ここに「瀬戸内技法」・「国府型ナイフ形石器」が
提唱され、その後今日に至るまで、近畿地方の旧石器時代研究の技術論的研究の基礎となった。 

瀬戸内地方中央部での讃岐北部のサヌカイト原石産地と近畿地方の二上山北麓のサヌカイト



前  哨 

4 
 

原石産地が広くサヌカイト石材を供給していることと、石器製作技術の特異性が同時に認識さ
れていたことは、研究史的に、瀬戸内・近畿地方の旧石器がどう把握されたかという点で重要
である。 
 鎌木はまた、1959 年の太島遺跡（兵庫県家島群島）の発掘調査では、「井島Ⅰ石器文化」の
単純遺跡であると評価し、「その純粋性と独立性が再確認」され、竪場島遺跡の層位的な調査
成果により、各型式の前後関係が検討された。そして、「ほぼ国府型ナイフ形石器、宮田山型
のナイフ形石器、井島Ⅰ石器文化という順序があきらかにされ」、瀬戸内海での「先土器時代
文化編年表」を発表した。結果的に、ナイフ形石器の時間的変遷は、「瀬戸内技法の成立から
その衰退へ」の変化とともに、ナイフ形石器自身の「大形から小形」への型式学的な変化がク
ローズアップされた。 
 鎌木義昌の瀬戸内技法と国府型ナイフ形石器・宮田山型・井島Ⅰ型ナイフ形石器の変遷観は、
近畿地方各地の在野研究者に大きな刺激を与え、近畿地方各地で旧石器を求めた踏査が活発に
行われるようになり、渇水期のため池底や丘陵鞍部などの露地で旧石器の採集が相次ぎ、播磨
東部丘陵や高槻、乙訓といった地域に多くの遺跡が知られるようになったが、しばらくは発掘
調査例に乏しい状況が続いた。 
 層位的保証の乏しい近畿地方と瀬戸内地方において、以後この編年観が有効と見なされ、鎌
木らの編年案を踏襲する形で、様々な編年案が提起され（松藤 1980、山口 1983、久保 1989、
佐藤良二 1989）、技術論的側面の「瀬戸内技法」とともに、近畿・瀬戸内地方の旧石器文化研
究の基礎となった。この研究方法は、柳田による編年作業における資料の層位的根拠に対する
疑義はあった（柳田 1977）が、特に近畿地方においては層位的出土例が増加する 80 年代半ば
まで、その有効性そのものについての検証はなされなかった。 
 
 ｃ．ふたがみ：松藤和人・同志社大学旧石器文化談話会 
 奈良・大阪府県境に広がる二上山北麓はサヌカイト原石産地で、古くからサヌカイト石片が
散乱する場所があることで知られていた。戦後には橿原考古学研究所の末永雅雄らによって総
合調査がなされ、大阪府飛鳥新池遺跡などで発掘調査が行われているが、旧石器時代の所産で
あるという認識には至っていなかった。 
 1967 年、この二上山北麓の遺跡群に注目して同志社大学旧石器文化談話会が結成され、松藤
和人らによる二上山北麓の踏査が行われ、サヌカイト石器散布地に国府型ナイフ形石器や翼状
剥片、翼状剥片石核、盤状剥片、盤状剥片石核が存在し、二上山北麓の散布地の多くが瀬戸内
技法・国府型ナイフ形石器を基盤とする旧石器時代の所産であることが判明した。この踏査は
「ふたがみ」として報告書（同志社大学旧石器文化談話会 1974）が刊行された。 
 松藤は、採集資料の技術形態的特徴から二上山北麓での瀬戸内技法を模式し、鎌木の国府遺
跡での復元を再検討した（松藤 1974）。表面採集資料であるが、量的な検討をともなったこの
瀬戸内技法の模式は、広く全国の旧石器研究者に受け入れられ、瀬戸内技法・国府型ナイフ形
石器の「理念形」として使用されるに至っている。この「理念形」は、しばしば一人歩きし、
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近畿・瀬戸内地域以外では、模式以外の瀬戸内技法の存在を許容しない判断材料とされ、逆に
拡大した定義として広く「瀬戸内系」の判断とされる場合もあるという、一つの技法の模式を
逸脱した適用が行われるという弊害まで生み出した。 
 この同志社大学旧石器文化談話会は、もともと一大学の旧石器時代研究を志す同人によって
設立され、主に二上山北麓の遺跡群、近畿地方の旧石器研究を主眼とした活動を行なったもの
であった。次第に学外の研究者の参加をうけ、1980 年には旧石器文化談話会に発展している。
また、当初「プレリュード」と題した談話会の会誌も「旧石器考古学」に改題し、国内では最
も歴史のある旧石器考古学専門の研究誌となっている。多くの近畿地方の旧石器編年案や事象
研究が全国の研究者の論文・報告とともに発表されている。また、1980 年からは「近畿旧石器
交流会」として、近畿地方の旧石器調査・研究に関する交流集会が毎年行なわれ、毎年の交流
会のテーマは、その年代での研究動向と研究者の関心を集めた遺跡の内覧会を伴うため、行政
機関、在野や大学などの教育機関の幅広い研究者が接する交流の場として重要となっている。 
 旧石器文化談話会は、会誌や交流会活動・研究会を通して、近畿地方にとどまらない幅広い
研究者の交流の場として、研究史的にも重要な役割を果たしてきたということは明らかである。
近畿地方において、この専門研究団体が他地域に先んじた非常に早い時期に立ち上がりえた点
は、近畿・「京都」という「地」と、近畿に根ざした研究を立ち上げた松藤らの努力を抜きに
しては考えにくいであろう。 
 その後の二上山北麓の調査は、奈良県立橿原考古学研究所による桜ヶ丘第１地点の発掘調査
（奈良県立橿原考古学研究所編 1979）や香芝市（町）教育委員会による鶴峯荘第１地点の調査
（佐藤良二 1987）などでさらに資料を蓄積し、行政機関の調査研究による比重を高めつつ、サ
ヌカイト原石産地での瀬戸内技法・国府型ナイフ形石器盛行期の石器生産遺跡の実体が把握さ
れつつある。 
 
 ｄ．増加する旧石器時代遺跡調査：行政調査 
 1970 年代になると、高度成長期の開発ブームから、埋蔵文化財の緊急発掘調査が増加した。
旧石器時代遺跡の調査も、件数やその発掘面積に増加が見られた。これによって、研究者個人
によるため池や露頭の採集資料を基とした編年研究が、質的に転換をする転機を迎えることと
なったのである。研究の主体は、発掘調査の主担である行政組織の文化財担当者が増加する。 
 大阪府教育委員会による国府遺跡の発掘の後、大阪府高槻市津之江南遺跡の発掘が行われ、
続いて郡家今城遺跡Ｃ地点では、それまでの調査ではみられなかった、1000 ㎡以上もの広さが
調査対象となった（高槻市教委 1978）。この調査によって近畿地方ではじめて８箇所の石器類
ブロック群が検出されると共に、礫群などの遺構も検出され、旧石器時代の「集落」解明への
第一歩を記すこととなった。また、石器ブロック群間での接合作業も試みられ、各ブロック群
の形成時期についての議論もおこなわれている。 
 近畿地方中央部では、今日においても旧石器時代の遺構を検出することが非常に少ないが、
大阪府藤井寺市にあるはさみ山遺跡（梨田地点）では、国府型ナイフ形石器にともなう「住居
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跡」の検出に成功した（一瀬他 1990）。調査区の都合上、住居の約 1/2 の検出にとどまった
が、皿状にほりくぼめられた床面の周囲に、７つの柱穴を認め、調査者である一瀬和夫らは、
旧石器時代の住居の復元を試みた。また、住居の内外に石器ブロックが分布すると共に、この
調査区内で、大形のサヌカイト製の盤状剥片石核を副葬したと考えられる土坑状の「墓」も認
められ、集落内における旧石器人の空間の利用の方法についての復元も可能となり、稲田孝司
はこの遺跡の復元図を提案している（稲田 1988b）。1990 年には、大阪府教育委員会調査の南
河内地域の国府遺跡や青山遺跡などの旧石器資料の報告がまとめて行われている（一瀬他
1990） 
 さらに、それまで旧石器時代遺跡の存在が皆無であった、大阪平野の「沖積地」からも旧石
器時代の石器が数多く出土している。長原遺跡（大阪市文化財協会 1997）や八尾南遺跡（原田・
長屋・三原・松藤 1989 大阪府教育委員会 1989・1990a）では、いくつもの地点で石器ブロッ
ク石器が検出され、数年にわたる出土層位や、その上下の地層の検討から、ＡＴ火山灰に対比
される火山灰層の上下に石器の出土位置が認められた。それまで、火山灰相の発達した近畿北
部で先行していた石器群とＡＴ火山灰との関係が、近畿の中央部でも石器群の時間的変化を示
す資料を提供する事が可能となった。 
 このように 1980・90 年代には、行政調査においても厚い沖積層下の洪積層にまで発掘深度
が下げられ、これまで「地山」とされていた地層からも旧石器時代遺物の出土が多く知られ、
埋蔵文化財担当者の間で「旧石器」が広く認知されるようになった。その結果、小規模な発掘
調査でも、確実に旧石器時代の調査例が増加しており、都市化の進む市街地以外の地域でも碇
岩南山遺跡（御津町教育委員会 1995）や、勝手野遺跡（兵庫県小野市）の調査や報告がおこな
われている。 
 
 ｅ．板井寺ケ谷・七日市以後 
 1980 年代後半になると、中国山地東部の山間部での旧石器遺跡の調査が行われるようになっ
てくる。これらの遺跡では、姶良Ｔｎ火山灰火山灰との層位関係が把握される遺跡が含まれ、
この地域で近畿地方の旧石器編年は急速に進展した。一方、奈良県では平城京左京で、ＡＴ火
山灰の下位から、「備讃瀬戸型石刃技法」に類似した技術で製作されたと考えられる、サヌカ
イト製の 5cm 未満の小形ナイフ形石器の石器群がまとまって出土した（松沢・佐川 1989）。
また、90 年代後半には長原遺跡など近畿地方中央部の堆積環境の良好な遺跡での火山灰検出も
進捗しつつあり、近畿地方においてようやく層位的事実に基づく編年が可能になりつつある。 
 中国山地の東に位置する畑ケ平遺跡では数地点で、この火山灰の下位から台形様石器などが
多数検出された（高松・山口 1991）。兵庫県溝口遺跡では、堆積環境は良くなかったが、ＡＴ
火山灰降灰以前と考えられる石器群が出土している（山下・南 1986）。 
  1980 年代には舞鶴自動車道建設工事に伴って、兵庫県板井寺ヶ谷遺跡や、七日市遺跡の調査
がおこなわれた。また、三田市溝口遺跡でも広面積の調査が行われている。郡家今城遺跡発掘
調査以降、近畿地方各地で旧石器時代遺跡の調査例も多くなると共に、大型開発工事に伴って、
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調査対象面積も大きくなり、石器ブロックと当時の地形の関係や、自然環境の復元も試みられ、
「遺跡」全体の復元を念頭に置いた旧石器時代の調査が試みられるようになったのである。 
 板井寺ヶ谷遺跡は、篠山盆地の北端にあり、当時の湿地を望む地形の変換点に存在している。
地形と調査区がうまく一致し、ほぼ集落を完掘したと考えられ、遺物分布は陸地部を中心とし
て一部は湿地部にまで及んでいる。湿地部には泥炭が堆積し、自然環境に関するデータが得ら
れている。ＡＴ火山灰を挟んだ２枚の文化があり、下位文化層ではサヌカイト製の瀬戸内系主
体の石器群とチャート製の中国山地系石器群が出土した（兵庫県教育委員会 1991）。 
 調査者は、石器類ブロックを 13 群認定し、６～７世帯の存在と２作業空間を認定している。
さらに、遺跡の南北で石器石材分布が異なること、石材の違いが技術的背景の相違と一致する
こと、接合関係の共有も南北に分かたれること、両石器群は相互に領域を尊重しあっていると
みなせることなどを分析し、二つの石器群はそれぞれ異なった人間集団を示し、板井寺ヶ谷下
位文化層で瀬戸内系と中国山地系集団が同時存在していると解釈し、瀬戸内系と中国山地系の
地域集団の直接的接触の「集落」であるとした（山口 1991a）。 
 七日市遺跡は、兵庫県と京都府を縦貫する分水界の近くにあり、標高 100ｍ以下の瀬戸内側
と日本海側を繋ぐ「氷上回廊」に存在する。七日市遺跡は、1984 年から数次の発掘が行われ、
すでに４万㎡が発掘され、推定総面積では１０万㎡にも及び、面積的には西南日本最大級の遺
跡となっている。ＡＴ火山灰下位に少なくとも３枚の文化層があり、石器類ブロックが数十カ
所検出されている。石器群は局部磨製石斧が 10 本出土しており、在地のチャート石材製のナ
イフ形石器・台形様石器が主体で一部の石器類ブロックを除けば、石器密度は高くなく、それ
らが低い扇状地隆起に遺跡が存在することから、短期間ではあるが、大形動物の狩猟解体のた
めに「集団群」が形成され、結果として「大遺跡」が形成されたと考えられている。（山本 1998）。 
 1993 年から 1998 年までの間に、兵庫県教育委員会によっていくつかの発掘調査がされてい
る。1998 年９月に兵庫県氷上郡春日町で行われた「三万年のメッセージ、七日市遺跡」シンポ
ジウムでは、調査担当者により、積極的に、遺跡が氷上回廊にあり、立地と遺跡・石器群の内
容を結びつけて遺跡形成の背景を考察すべきことが主張された。洪積世大形動物群の季節移動
と「氷上回廊」、長期間継続される遺跡形成、局部磨製石斧の機能と大形動物解体などが検討
され、このような背景を考慮して石器群の内容理解と遺跡立地を考えるべきであろうとした。
発掘調査の報告と、さらに分析結果の公表が待たれる。 
 三田市溝口遺跡で遺物分布構造の分析が行われ、世帯存在の推定が行われ（山下・南 1986b）、
板井寺ヶ谷遺跡と七日市遺跡の積極的な遺跡構造についての調査・分析が行われたことは、堆
積環境が安定した、遺跡の保存状況の良い場所で、サヌカイト石材以外の個体識別・接合作業
の容易なチャート石材が存在し、その分析作業が容易であったことなどの要因が考えられる。
また調査担当者の問題意識のあり方も大きく影響する。 
 郡家今城遺跡の調査の後、近畿地方において遺跡内遺物分布の分析は必ずしも盛んにならな
かったのは、近畿地方中央部での遺跡の石器群がサヌカイト石材製であり、個体識別や接合作
業に甚だしい困難があること、複合遺跡が多く上層からの掘削を受けた場合が多いこと、市街
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地の遺跡では広範囲の発掘例が乏しいことなどが複雑に絡んでいると思われる。 
 1992 年、郡家今城遺跡以降、大規模調査事例に恵まれなかった近畿地方中央部において、二
上山北麓のサヌカイト原石産地から約５ｋｍ離れた大阪府羽曳野市翠鳥園遺跡で、数千㎡が発
掘され、数万点の石器類が原位置を保ってあたかも石器製作時そのままの状態で出土したこと
は、「旧石器時代の石器製作アトリエ」として広く喧伝され、耳目を集めることとなった。 
 出土石器群は、サヌカイト石材製で、人頭大の円礫を利用しており、やや原石産地にさかの
ぼった石川などの河川採集が想定される。国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期の所産で、
盤状剥片石核・盤状剥片・翼状剥片石核・翼状剥片・国府型ナイフ形石器が多数出土している。 
 翠鳥園遺跡では、積極的に接合作業が行われ、調査担当者の不断の努力によりサヌカイト石
材にありながら接合率は極めて高い。石器類ブロック内で瀬戸内技法の行程が順をおって展開
していく様相があり、石器類ブロック単位で激しく接合する事例が多数認められた。翠鳥園遺
跡では、多くの瀬戸内技法接合個体が一つの石器類ブロックの中で円礫状態近くまで復元され、
瀬戸内技法は一つの石器類ブロックでほとんど作業位置を動かさず一貫して展開する様相が多
数把握されたという（京都大学博物館 1994）。国府型ナイフ形石器生産のための「アトリエ」
として特化した感が強い遺跡であり、同じ台地にある国府遺跡やはさみ山遺跡とは異なった様
相を示している。 
 多数の瀬戸内技法接合資料は、二上山北麓の原石産地遺跡での瀬戸内技法のあり方と比較検
討でき、国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期の石器生産の様相の解明に資することとなろ
う。また、原石産地から離れた遠隔地の、たとえば郡家今城遺跡などとの対比を行う場合の対
比遺跡の一候補と考えられる。 
 近畿地方中央部において、郡家今城遺跡に続いて、サヌカイト石材製石器群が多量に接合さ
れ、遺跡形成の分析が行われる遺跡として翠鳥園遺跡は重要であり、その全容の報告が待たれ
る。 
 

２．近畿地方旧石器研究展望 

 ａ．編年研究の現状と課題 
 瀬戸内地域における調査研究の成果によって、鎌木義昌らによって提案された「鎌木編年」
を批判・発展させる形で、柳田俊雄（柳田 1977）が鎌木編年の問題点を総括し、松藤和人（松
藤 1980）をはじめ、山口卓也（山口 1983）、久保弘幸(1989）らは、相次いでナイフ形石器文
化の編年を提案した。また、松藤は角錐状石器の集成と編年的位置の検討を行っている（松藤
1981）。これらの編年研究は、板井寺ケ谷遺跡や七日市遺跡などの中国山地東部や長原遺跡や
八尾南遺跡などの近畿地方中央部での層位的出土例や一括性の高い良好な検出例の近年の増加
を次第に咀嚼・包有させることによって、次第に整備され、それらの間にあった相違点を解消
しており、現在近畿地方の基礎的な編年作業がほぼ成立しつつあるように看取できる（佐藤良
二 1989）。 
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 初期の編年案に共通して言えることは、各遺跡の石器群に見られる形態的・技術的特徴が、
「瀬戸内技法」や「国府型ナイフ形石器」を中心とする「国府石器群」との技術的な距離の遠
近で論じられるとともに、ナイフ形石器自身の大きさ、つまり大形から小形への時間変化が編
年案の根幹に据えられているということである。編年案は、最初は型式論的に完成された「瀬
戸内技法」が崩壊していくという一方向の変遷過程が、板井寺ヶ谷・七日市（山本・山下・守
岡 1998）の層位的検出による姶良Ｔｎ火山灰以前の瀬戸内系旧石器の検出以降は、発生から成
立へも考慮した２方向の変遷観へと変更されてきたように思われる。崩壊過程についてはどの
編年案も大きな差異はない。 
 また、山口はサヌカイト原石産地開発と瀬戸内系横長剥片石核剥離技術の成立の関係を仮説
している（山口 1998a）。原石産地周辺の石材供給の容易な場合と遠隔地の場合で、石器群の
様相が変わる可能性を考慮し、石器群の様相の評価には、遺跡がどこにあるのか、石材供給の
状況により石器群の「顔つき」ががらりと変わる可能性があり、時期差と間違う可能性がある
ことを指摘している。郡家今城遺跡のナイフ形石器と遺跡内接合資料の翼状剥片と翼状剥片石
核の形状の乖離が想起されよう。 
 近隣地域、特に瀬戸内地域・中国山地との関係は、その編年作業に際し相互に参照されてき
たが、二上山と讃岐の二つの異なったサヌカイト原石産地、中国山地帯内の在地チャートなど
堆積岩系石材を使用した石器群などや、汎日本的な石器群との関係も整理して検討する必要が
あるだろう。全国編年に近畿地方旧石器の位置付けは、佐藤宏之（佐藤 1992）らにより試みら
れているが、地域間を相対化する時点で根拠の相違から大きくばらつかざるをえない。また、
国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法に代表される瀬戸内系旧石器は、日本列島内で特異性を強調
せざるをえない構造的な相違点が存在することの意味を明示する必要があろうし、全日本的な
編年案を試案する際の近畿地方側からの視点・根拠が問題となるだろう。 
 全体として近畿地方旧石器のナイフ形石器段階の編年は、個々の遺跡の石器群を直接比較し、
その差異を時間差と考えるという、基本的に「時間軸」しか考慮しないという姿勢が未だに強
くあることは、近畿地方の旧石器研究に問題を残しているといえよう。個々の石器群は、その
遺跡のある場所で、その形成時の脈絡の中で解釈されるべきであり、その相違がどこから生ま
れているかを考慮してから編年評価されるべきであろうと考える。サヌカイト原石産地と遠隔
地の国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期の石器群は、異なったあり方を示すことは、よく
知られている。まずその相違をもたらす脈絡を解きほぐす試みを続けなければならない。 
 近畿地方において、未だ間違いなく前期（中期）旧石器として評価できる資料は検出されて
いないが、大阪市長原遺跡や山之内遺跡での大形動物歩行生痕化石は、同一平面上での前期（中
期）旧石器時代人類の活動を予感させた。明石の藤江川添遺跡の瑪瑙製石器は、前期旧石器の
在否を考える上で重要であろう。近畿地方中央部の後期旧石器文化がサヌカイトで、後期旧石
器初頭から高度な石材戦略を持って開発されたという点は意識しなければならず、藤江川添遺
跡の石器を評価するなら、前期（中期）旧石器はサヌカイト石材開発以前の時期と推定され、
サヌカイト以外の石材である可能性が高くなる。 
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 ｂ．瀬戸内系旧石器の石器製作技術研究 
 瀬戸内技法の実体解明は、近畿地方において鎌木・松藤らによって国府遺跡調査、二上山北
麓・桜丘第１地点資料の研究によって進展し、近年の鶴峯荘第３地点、翠鳥園遺跡でさらに分
析対象を得た。瀬戸内技法第１工程・第２工程の展開と国府型ナイフ形石器生産のあり方が把
握された。石器の技術形態的研究の大きな成果である。 
 この結果、瀬戸内技法とサヌカイト石材の結びつき、技術形態的特徴が鮮明となり、この模
式図は、容易に判別可能な石器群判別方法としても流用されるようになった点では、一部に混
乱を生じさせている。 
 この瀬戸内技法の解明は、原石産地とその周辺遺跡で行われたが、国府型ナイフ形石器は、
遠隔地の遺跡でも多量に出土し、郡家今城遺跡では多数が搬入されている。郡家今城遺跡など
遠隔地においては、国府型ナイフ形石器や翼状剥片と遺跡内生産の剥片やナイフ形石器と乖離
があり、典型的な瀬戸内技法工程資料に乏しく、接合資料などのみを観察すると国府型ナイフ
形石器・瀬戸内技法盛行期の所産とは認めがたい特徴を示している。一方、二上山北麓の遺跡
のほとんどが国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期の遺跡で、それ以前・以後の石器群は認
められない。遺跡個々の石器生産技術の検討は、その遺跡がどの時期のどの場所にあるかを勘
案して行う必要がある。 
 ＡＴ火山灰以前の石器群は、長原遺跡 14 層（趙・藤田 1991）や平城京、板井寺ケ谷遺跡下
位文化層、七日市遺跡などで出土しているが、いずれも原石産地からはやや距離をおく。国府
型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期との間に時間差があることは明らかであるが、石器生産技
術にどれだけの違いがあるかは十分に明らかになったわけではない。現状では、平城京左京の
事例を除けば、多くが瀬戸内系横長剥片石核剥離技術の範囲にあることが明らかになっている。 
 国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法やその他のナイフ形石器と瀬戸内系横長剥片石核剥離技術
が、第１工程と第２工程、ナイフ形石器成形の第３工程に分けられ、原石産地と遠隔地遺跡と
の間で数的・重量的な極端な差が存在することから、後期旧石器時代石器生産の異所展開（山
口 1994a）という考え方で、瀬戸内系旧石器の石器生産技術と遺跡分布、地域性の発生を説明
しようとする提案もある。第１工程・第２工程・第３工程といった石器生産上の工程区分は、
原石産地の限定されるサヌカイト石材を遠隔地まで安定して石器素材として供給するために始
まり、最初は石核素材の搬出に適応して石器生産の異所展開に対応した工程区分を発生させ、
製品としての国府型ナイフ形石器や翼状剥片を移動させる瀬戸内技法の段階で極相を迎えると
する仮説である。今のところ原石産地周辺遺跡と遠隔地の対比遺跡が少数で、藤井寺丘陵の遺
跡群や高槻周辺の遺跡のあり方など、仮説が模式的にも成立するかどうか、遺跡数の増加を待
って検証が行われなければいけないであろう。 
 
 ｃ．遺跡構造研究・地域集団論 
 板井寺ケ谷と七日市遺跡、溝口遺跡は中国山地東部の、郡家今城遺跡と翠鳥園遺跡、はさみ
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山遺跡などは近畿地方中央部の、遺跡構造を遺物分布の分析を通して検討できうる発掘調査例
であろう。はさみ山遺跡や板井寺ケ谷遺跡では住居や集石土坑などの検出もある。面的な発掘
が行われ、遺物や遺構が原位置を保って検出される遺跡は、本来的に遺跡構造研究の対象とな
る。個々の礫群や土坑、住居址といった遺構の集成・研究も、事例の増加とともに研究対象と
成り得るであろう。 
 今のところ、石器の分布状況を、接合と個体識別で分析する試みについては、板井寺ケ谷遺
跡や七日市遺跡、翠鳥園遺跡以外には、ほとんど近畿地方中央部では認められない。多くは接
合資料を石器製作技術の分析に供しているにとどまる。サヌカイト石材地域での遺物分布構造
の研究は、今少しの忍耐と研究方法の工夫が求められよう。 
 板井寺ケ谷遺跡下位文化層の遺物分布構造は、サヌカイト製石器群とチャート製石器群に２
別され、それぞれ瀬戸内系と中国山地系石器群として二つの集団が共存したものであると分析
されている。遠隔地材のサヌカイト石材と在地チャート石材の接合と個体識別作業から分析さ
れたものであるが、由来の異なる石材と技術的背景の異なる共存は、この場合有効な検討対象
となっている。 
 近畿地方における旧石器時代地域集団論は、長く国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法に代表さ
れる地域性が強調されるにとどまり、旧石器時代社会や集団を問題とした研究少なかった。古
くは近藤義郎（近藤 1976）と春成（春成 1976・1981b）により行われたにとどまる。近藤は近
畿地方にもいくつかの遺跡集中があり、それぞれに単位的な集団が想定できるとし、また、春
成は、播磨の遺跡にしばしばチャート製石器が含まれることから、丹波・中国山地の集団と瀬
戸内地域の集団が接触していると考えた。近年では、板井寺ケ谷遺跡を分析した山口は、近畿
地方の瀬戸内系旧石器の主分布域が中国山地帯には及ばず、瀬戸内系旧石器の石器生産が原石
産地と遠隔地の中で「異所展開」が行われた範囲ではないかと考え、中国山地の他地域集団と
の棲み分けがなされたとしている（山口 1991b）。佐藤宏之は、このような原石産地へのアク
セスと主生活領域が一致する状況を「開発圏」という概念として示し、瀬戸内から大阪湾、近
畿地方中央部への地域集団存在を推定している（佐藤 1992）。 
 近畿地方における遺跡構造と地域集団論の研究は、編年研究の整備の時点での問題を抱えた
近畿地方にあって、この問題に慎重な姿勢を示す研究者が多かったことは事実であろう。ある
程度の編年的展望を共有できつつあるこれから、地域内の視点を隣接地域との接触・関係をし
て捉え直し、今後翠鳥園や七日市、増加する調査例によって、さらに活発化することが期待さ
れる。 
 

おわりに 

 近畿地方における旧石器時代研究を振り返ってみると、広域火山灰と地域的な堆積環境の解
明が進んだことにより、ようやく編年研究に層位的事実に裏打ちされた編年案が確立されつつ
あり、また遺跡構造分析や旧石器社会論も緒端に着いたばかりであることが知れる。これから、
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阿蘇や大山起源の広域火山灰が重なる発掘例が増加すれば、それぞれの石器群に時間軸を与え
ることができる。また、石器の技術形態的比較研究や石器生産技術の分析は、サヌカイト石材
に対する研究者の観察に対する「習熟度」が高く、今後も多くの成果を上げうるであろう。ま
た、今後は、従来では調査の及ばなかった沖積層下深くの遺跡調査も期待され、近畿地方中央
部での遺跡増加も期待できよう。遺跡構造研究など従来手の回らなかった分野での研究も、試
行錯誤の上で生み出されつつあるように思える。 

行政組織に、埋蔵文化財としての旧石器時代遺跡という認識が徹底されつつあり、府県単位
では各県に旧石器考古学を専門とされる専門職員が配されているし、市町単位でも対応能力が
上していることが窺える。文化財に対する社会の理解は、その社会的・経済的動向などに大き
く影響されるので、出来つつある好ましい環境が継続されることを願わずにはいられない。翠
鳥園遺跡など驚くほど良好な遺存状況を呈する遺跡が発掘され、また保存されて公園化される
など、行政責任者の発言で「旧石器は遺跡ではない」などと嘆かれたのも遠く研究史の一過程
かと思われるようになってきたのだから。 

2000 年 11 月に露呈した「旧石器捏造事件」（日本考古学協会 2003）は、近畿地方旧石器研
究者にも、研究方法、考古学的データの記録と保存、その公表の仕方など、その取り組みに対
して、「疑い」から再出発せざるをえないまで、大きなダメージを与えた。 
 2001 年以降、21 世紀になった近畿地方旧石器時代研究は、実はあまり大きな飛躍をするこ
とができず、一面、停滞しているようにも見える。一つには、この間に行政発掘による新発見
の旧石器時代遺跡が少なくなったこと、中堅の旧石器時代研究者の活動量が減少したことも関
係するだろう。 

 しかし、本稿ですでに概観したように、近畿地方には次の研究段階への飛躍の胎動は確実に
認められよう。編年研究や石器群の技術形態的比較研究は、今までに蓄積された遺跡や出土資
料によって、ますます精緻に行える環境がととのったといえる。また、遺跡の遺物分布構造や
地域集団論は、事例を増すとともにいろいろな試みが続けられるであろう。 
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第 1 節 濱田耕作の「二子山文化」と末永雅雄の「二上山文化」 

－二上山の「二子石」「Futagonite」「讃岐石」「Sanukite」－ 

 

1. 濱田耕作の「二子山文化」 

1930（昭和 5）年 12 月 7 日、本山彦一大阪毎日新聞社長が故神田孝平男爵蒐集資料を譲り
受け、大阪府堺市濱寺にあった本山邸で、喜田貞吉、清野謙次、末永雅雄ら考古学研究者が参
集した展観が催された（末永 1986ｐ73）。 

京都帝国大学考古学教室の濱田耕作教授（1881～1938）は、展観のあいさつで 
「本山翁の蒐集品といひ、神田男の舊蔵品といひ、之を手に取ってみると、確に我が考古學

発展史を見る感がある。殊に河内、和泉附近は、奈良朝、飛烏時代文化の根拠である二子山文
化の發祥地である。此の地に住まれる本山翁が、故神田男の舊蔵品を手に入れられ、その他の

出土品と共に我々の研究に資して戴くことは我國考古学界のため慶賀に堪へぬ次第である」 
と述べた（故本山社長伝記編纂委員会 1937ｐ546）。濱田教授は大阪和泉岸和田出身で、本山邸
のある堺浜寺の近隣であったので、ことさら河内和泉の地名を強調している。 

筆者は、関西大学博物館蔵本山コレクションの由来を検討した際（関西大学博物館 2011）、
この濱田教授のあいさつに、「二子山文化」という言葉があることに気がついた。耳慣れない言

葉であったので考古学歴史学での記述を探索したところ、同年の濱田教授の講演記録「考古学
上より見たる大和」（濱田 1930）に、二上山から石器石材が出て、これが安山岩（アンデザイ
ト）の一種である「サヌカイト」（讃岐石）または「フタゴナイト」（二子石）であり、近畿圏

広く使用されたとあるのを見つけた。濱田教授の「二子山文化」は、「近畿地方の石器時代二上
山産出サヌカイト石材の石器文化」であり、さらにその「サヌカイト」の別名として「フタゴ

ナイト」（二子石）があることを理解した。 
「二子山」という山名は、二上山に添えて大坂名所図會（秋里籬嶌 [著] 、丹羽桃渓画 1801）

に記されていて、現在の二上山の別称であることがわかるが、現在の地図表記や地名には残存
しない。近畿地方の石器時代考古学でも、「二子石」「Futagonite」「二子山文化」を使用する研
究者は管見の限りではない。 

一方、近畿地方の旧石器・縄文・弥生時代、打製石器の石材として主に利用された「サヌカ
イト」は、「黒色」「ガラス（玻璃）質」「無斑晶」な安山岩（デイサイト含む）である。瀬戸内

火山岩区の二上山産出であることを前提に、同種岩石も讃岐産に合わせて「サヌカイト」と経
験的に呼びならわしてきている。あくまで、考古学が学史の中で石材を識別認識した時に、地
質学岩石学から取り入れた名称であるが、地質学岩石学分野のアップデートに追従していない

ので、古くなった名称や区分、概念が取り入れられていて、研究上の齟齬も今や生じるように
なっている。また、支配的石材であることから、経験的に死角になっている問題もあるのでは
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なかろうか。 
本稿では、「サヌカイト」という岩石名が、二上山産同種石材も含めて使われるようになった

経緯、濱田耕作京都帝国大学教授の「二子山文化」「二子石」「Futagonite」、さらには末永雅雄
奈良県立橿原考古学研究所所長・関西大学名誉教授（1897～1991）の「二上山文化」、「サヌカ
イト」という石材名称をめぐる顛末をみてみたい。 

 

濱田耕作 1930「考古学上より見たる大和」（一部抜粋）『奈良文化論叢』第一編 

南河内では此の国府を以て代表的の「ステーション」と致して差支へはありませぬ。処が何故に此の地――若

しくは地方が斯く主要なる石器時代の遺跡を遺すに至つたかと申しますると、其の理由の一は、実は此の遺跡

の東方一里半許り、丁度大和との国境、かの大来《おほく》皇女が「二上山を妹（弟？）背と我が見む」（万葉、

二）などと歌はれた大津皇子の御墓のある二上山から、石器の材料として近畿地方に広く使用せられてゐる安

山岩《アンデサイト》の一種「サヌカイト」（讃岐石）若しくは「フタゴナイト」（二子石）など今日の鉄にも相

当する適当な原料――が産出せられる為であります。そこで此の手近な原料を取り来つて、こゝに石器の大な

る製造所が発達し、また其の原料の侭地方へ移出する市場が現出したと考へられるのであります。 

 

 

図 1 秋里籬嶌著・丹羽桃渓画 1801『大坂名所図會』 二子山 二上嶽 
 

2. 濱田耕作教授の讃岐石（Sanukite）と二子石（Futagonite） 

濱田教授は、石器石材産地として二上山産出のガラス（玻璃）質安山岩「サヌカイト」に注
目した最初の考古学者である。第三高等学校在学中の 1900（明治 33）年、国府遺跡などの河
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内周辺の遺跡の石器が粘板岩（山崎 1889）ではなく火成岩であることに着目して、松島鉦四郎
第三高等学校教授から地質学岩石学の研究を取り入れ、讃岐石（Sanukite）と同等の石材が二

上山でも産し、石器石材となっていることを報告した（濱田 1900）。 
京都帝国大学文科大学考古学講座教授に赴任した後、1917（大正 6）年、「大形粗石器」と旧

石器在否問題を契機とした河内国府遺跡の調査では、京都帝国大学の小川琢治教授から地質学

岩石学の専門知識を仰ぎ、分析により二上山産玻璃質安山岩が讃岐産と区別できる可能性と
「二子石（Futagonite）」と命名する地質学岩石学研究者がいるとの示唆から、二上山産出ガラ

ス（玻璃）質安山岩に「二子石」（Futagonite）という名称を付す提言を躊躇なく自らの調査報
告書に取り入れた（濱田 1918）。 

その結果、「讃岐」を冠せず近畿地方における石器時代の石器生産の姿をより鮮明に顕在化さ

せることに成功する。石器生産と流通、分布範囲を根拠として、自らの考古学的次元での「文
化」に「二子山文化」という命名を与えることになったのだろう。あえて地名として一般的な

「二上山」という山名と、近畿地方から離れた地域名が取り込まれた「讃岐石（Sanukite）」を
使用しなかったことを注目したい。 

筆者は、学生時代（1976 年）に濱田教授の国府遺跡発掘報告書を初見した際、「二子石
（Futagonite）」は、「二上山の石という別表記」（Futag(ami)onite）で、近畿地方石器石材「サ
ヌカイト」のことであると短絡的に読み替えていて、すぐには「二子山文化」と結びつかなか

ったことを告白しておく。 
国府遺跡報告書の註（4）は、考古学的一般岩石名称として「玻璃質安山岩」を提案し、考古

学的石材産出地が限定できる場合には「讃岐石」や「二子石」とすることを可とする。又はこ
れを一般名称に付して「讃岐（産出）＋璃質安山岩」などとすることを示唆する。この濱田教
授の考古学的岩石命名法は、生物学における属名と種小名を続ける「リンネ二命名方式」に類

似するものとみなせる。 
この当時、地質学岩石学は、岩石学的大別を前提に基準サンプルが採取された場所を尊重す

る「富士石」「御影石」などの一命名表記が主流であった。濱田教授の考古学的石材名称命名法
の先進性は際立っていて、現在も考古学で「御影石」「鉄平石」「サヌカイト」などと記述して、

一般名称「カリ長石花崗岩」「安山岩」や「ガラス質安山岩」を省略して運用することが多いが、
濱田教授の方法で記述すれば、のちに同類石材の産地が新発見されても、混乱が避けられると
見込まれていたのだろう。 

        
図 2 濱田耕作京都帝国大学教授    図 3 通論考古学（濱田 1922） 
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濱田教授は 1922（大正 11）年の著書『通論考古学』で、「自已の臆説による時代・民族等

の意義を包む名称を付するを避くべし。ただそのものの性状を表示し、もしくは最初に発見

せられたる地名等を冠するを以て最も適当なり」（第2編第1章18「遺物・遺跡の名称」）とし、命
名による概念の混乱をさけようとした。さらに、特定石材の石器が分布する範囲は、先史時代人の移
動や交易を示すものとして注目し、考古学として地質学岩石学上の知識が必要であることを

言明（第 1 編第 3 章 13「地質学」）している。考古学本来の学理として、他の科学分野の知見
を考古学的上位概念まで構築する姿勢を説いている。 

濱田教授の事例は、地質学岩石学の命名による岩石名が、石器素材の由来の明示につながり、
さらには考古学的現象の解釈としての「文化名」にまで昇華するという濱田教授の典型的な道
筋が示されているといえよう。1930（昭和 5）年の本山への祝辞や講演での「Futagonite」「二

子石」「二子山文化」の言及は、濱田教授の考古学研究への姿勢を如実に表している。 

 

濱田耕作 1900「南河内地方に於ける石器時代遺跡と古墳」『東京人類学会雑誌』第 15 巻第 174 号ｐ482 

序なれば一言せむ従来此の地の石器の石質は粘板岩なりと記され余りしか信ぜしがつらつら精査するに粘板岩

にはあらずして火山岩の一種なるが如し、我が校の松島教授に質せしに安山岩か又讃岐石Sanukiteなるべしと

云はれき。但し顕微鏡の検査を経て後断定する所あるべし、もし讃岐岩ならば地質学上讃岐地方にて発見さる

るものにしてこの邊にては珍しきものにあらずと云ふ、大和河内の国境二上山の邊には安山岩があれば其れな

るやも知れず、而して此の岩石も矢張り此の山の麓あたりより出つ此の地方にては俗に金石といふ蓋し其の音

金の如きを以てなり建築等に用衣いる、讃岐にては讃岐石をチンチン石とかカンカン石とか称するとぞ。 

・・・・・・・山城和泉地方にては此の岩石の産地なし似て交易の模様など考ふ可き也。 

・・・・・・・尚委しく此の洪積層の端に接して探索せば遺跡遺物を発見する事あらむ。 

 

濱田耕作 1918『京都帝国大学文学部考古学研究報告第 2 冊 河内国府石器時代遺跡発掘報告』  

第 3 章第 1 節ｐ14 9 行目から 12 行目 旧字を改める 

此等石鏃等打製石器は一切黒色の玻璃質安山岩（二子石）を用ひ毫も他石と交へざりは國府遺跡をはじめ近畿

諸地に於いて普通に見る所の現象なり。其の原石は恐らくは國府の東方約二里なる二子（ふたご）山方面より

採集せしなる可く、土俗之を金石（かないし）と称す蓋し打てば其響金属の如きを以てなり（4）。 

【註】 

（1）磨製石斧の従来此の地にて発見せられたるもの数者を聞く。其の石質は何れも二子石以外の石を以て造り、

蛤刃のものなり。・・・・・ 

（4）此の石器の材料に就きては、従来粘板岩と称せられしも、余輩は明治 32 年「南河地地方に於ける石器時

代遺跡と古墳」に於いて、理学士松島鉦四郎君の鑑定に本き、之を讃岐石（Sanukite）となせり。更に之を理学

博士小川琢治君に質すに、玻璃質安山岩にして讃岐石とは殆ど同性質のものなるも、二子山より出るを以て二

子石（Futagonite）と命名せる学者ありと云ふ。されは一般的には玻璃質安山岩と称し、特に國府石器の如く、

二子山より原石を採り来れることを想定し得るものに就きては、之を「二子石」と称するを可とす。 
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濱田耕作 1922『通論考古学』第 1 章第 2 編 18「遺物・遺跡の名称」 

新たに発見せられ、 もしくは注意に上るに至りし遺物・遺跡に対しては、考古学者はこ れに適当なる名称

を付するの必要あり。 この際学者はすべからく自已の臆説による時代・民族等の意義を包む名称を付する

を避くべし。ただそのものの性状を表示し、もしくは最初に発見せられたる地名等を冠するを以て最も適当

なりとす。なぜなれば自己の学説は将来の研究により動揺すべきことを予想するは、ひとり謙譲なる態度た

るのみならず、過去学界の歴史はこれを証明して余りあり。されば学説の変動するごとに、名称を変更するの

不都合を避くるために、あらかじめ学説と関係なき名称を付すべきなり。しかるにわが国においては由来・

文字・名称の末に関する議論多く、学者好んで自己の学説による新名称を冠せんとする釈あるは深く加しむ

べしとなす。 

しかれども名称の混乱はなはだしきか、あるいは適当なる機会あるに際して、学者の一堂に会合して、前記のご

とき主義の下に、名称の協定を試むることは、吾人これを歓迎す。これひとえに名称の統一に利あるのみなら

ず、学者の協カ・親和を将来すベければなり。ただかくのごとき機会あるまでは、努めて旧称呼を用いて、自己の

見解は、ただこれをその注解として付するにとどめんことを希望してやまず。 

 

3. 地質学岩石学の讃岐石：サヌカイトと瀬戸内火山岩区 

現在の岩石学分類では、火成岩はその科学的組成によって区別される。日本の岩石学初期に
は個別命名されていて、和名岩石学名「富士石」とも呼ばれた「安山岩」は、その学術名称が

「アンデス山脈の火山岩（Andesite）」であることから、アンデス山脈を「安山」に置き換えて
「安山岩」となっている。火成岩で SiO2 が 53-63％のものを安山岩、それ以上 70％までをデ
イサイト（石英安山岩）とし、成分的には深成岩の閃緑岩と花崗閃緑岩に対応する。酸化マグ

ネシウム（マグネシア MgO）が豊富なものは高マグネシアとして区別し、瀬戸内火山岩区に特
徴的なものとされている。なお、現在の地質学岩石学では、地名を冠した命名は推奨されず（巽

2003）、岩石名称の増加が回避されたが、成分比で区別できる標識サンプルが採取された場所
を冠した岩石名も継続して使用されている。 

 
図 4 近畿・中国地方の第三紀第四紀火山岩分布（沢井誠・佐藤隆春 1989 より） 
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サヌカイト（Sanukite：讃岐石）は、新第三紀後半の岩石学的高マグネシア安山岩（デイサ
イト含む）の中で、ガラス質石基（ガラス質）、斑晶に乏しく黒く緻密なものを呼称する。マグ

ネシウムに富む橄欖石、斜方輝石などのわずかに含まれる斑晶は、高温の初生安山岩質マグマ
（深さ 30～50km のマントルで生じた未分化マグマ）が急激な噴出により急冷されて晶出した
ものとされる。讃岐の第三紀火山活動で特徴的な産出をしたことから「讃岐石」と命名された

が、類似の特徴を持つ安山岩（デイサイト含む）は、中央構造線北側に沿って瀬戸内火山岩区
を含む内帯に、近畿地方から九州まで広域に分布する。 

一方、マグネシウム比率が低い漆黒や暗灰色無斑晶のガラス質安山岩（デイサイト含む）は
日本列島に広く認められている。今日、これを考古学的な研究のため、「瀬戸内火山岩区のサヌ
カイト」と「二上山産出」を区別して、後者を含めて「ガラス質安山岩」や「黒色緻密無斑晶

安山岩」などとして取り上げることがあって（杉原・小林 2006）、「ガラス（玻璃）質」は、考
古学的な区別で使用される岩石の特徴であることを注意しよう。 

 サヌカイト（Sanukite：讃岐石）は、明治期のお雇い外国人エドムンド・ナウマンが発見し
て（ナウマン 1885）、「カンカン石」という印象的な名称で紹介した。さらにドイツの岩石学者

エルンスト・ヴァインシェンクが命名（Weinschenk1891）したもので、日本の地質学岩石学で
は1890 年代後半あたりから同種岩石にSanukite（サヌカイト）・讃岐石の名称が使われてきた。
小藤文次郎東京帝国大学教授は、1916（大正５）年の英文論文で、その岩石学的成分組成を明

示した（小藤 1916）。 
近畿地方中央部では、現在二上山や三笠山、甲山、生駒山（宝山寺・石切）などで高マグネ

シアのガラス質安山岩（、サヌカイト・サヌキトイド）、二上山、畝傍山と耳成山、信貴山で流
紋岩などの産出が知られている。これら火山岩産出地の多くは、地質調査所のナウマンが主導
した日本全域地質図の作成作業として、1882（明治 15）年から 83 年に東京帝国大学学生に課

された踏査の結果把握された地点が多いと言われる（今井 1966）。「甲山」の地名は、ナウマン
が 1885（明治 18）年の論文中に記載している（ナウマン 1885）。生駒山は、ヴァインシェン

クが 1891（明治 24）年に記載した。近畿地方中央部の主な火成岩産出地は輝石安山岩、英雲
（石英雲母）安山岩、雲母安山岩に整理されて、地質調査所 1892（明治 25）年発行の 20 万分

の一地質図「大阪図幅」の説明書（地質調査所 189３）で記載された。小藤は、1916（大正 5）
年の英文論文で、第三期の火山活動を取り上げた後、奈良県三笠山、耳成山、二上山、兵庫県
甲山を分析している。 

 ナウマンは、1885（明治 18）年論文で、ガラス質の「カンカン石」が瀬戸内にほぼ限られる
こと、さらに同種岩石を「古銅輝石」の微斑晶が特徴的な黒色のものと、石基に微長石が特徴

的な暗灰色のもの、二つのカテゴリーがあることも把握していた。二上山とともに兵庫県西宮
市甲山を前者に含めて記述しているのは注意したい。現在の知見に合わせると、サヌカイト類
（サヌキトイド）の中にサヌカイトとそれに類似する特徴を備える安山岩の違いがあることに

呼応するだろう。 
いくつかの地名が、ナウマンのいう「カンカン石」に含まれているので、ナウマンは、今よ
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り広く同種石材を認定したことがわかる。ナウマンとヴァインシェンクの「カンカン石」の分
布範囲と、現在の先史時代考古学での「サヌカイト」石材産出地の識別範囲の間に、すでに乖

離があることを指摘しておきたい。 
 

4. 二子山、二子石をめぐって 

東京帝国大学出身の大湯正雄は、1891（明治 24）年の濃尾地震を受けて設けられた震災豫防

調査會の調査として、1910（明治 43）年に「二上火山調査報告」（大湯 1910）を発表した。二
上山周辺の火山構造をまとめて明らかにした初めての論考であろう。大湯正雄は、のちに東北
帝国大学教授を務めたが、1921（大正 10）年 40 歳で夭折した。 

 

図 5 二上火山地質図（大湯 1910） 
大湯正雄の二上山調査の詳細を紹介する紙幅はないので、筆者が注目する部分を述べる。報

告の第 1 編「地貌論」第 1 章「山系論山系詳論」に「二上火山」が解説され、「一名二子山ト称
シテ此等火山（郡）中最大最高ノ圓錐状火山ナリ 其外形亦美麗ニシテ箱根火山群ノ秀峰タル

二子山ニ髣髴タリ・・・」と記す。二上山が箱根二子山に似ていると記述があって、さらに、
報告中よく同節同文中に二上山と二子山、二上火山と二子（山）火山が散見される。 

この交錯については、一見校正不足とも見えるが、大湯正雄は「二上山」と古名の「二子山」

両方の地名を現地に即して使い分けた可能性があって、「二上」は春日山や古市山、明神山など
を含む火山群広域、「二子」は雄岳雌岳周辺を指すようにも見える。河内名所図會では、雄岳（嶽）
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雌岳（嶽）をあわせて「二上嶽」とする表記となっているので、大湯正雄の表記の根拠は不明
である。岩石名は「二子石」や「Futagonite」ではなく、安山岩一般が「富士岩」、「二上山産サ

ヌカイト」は「讃岐石」となっていている。 
実は、「二子山」「二子石」の名称は、石井八萬次郎が 1894（明治 27）年に「箱根火山研究

録」（石井 1894）の論考で、箱根火山のカルデラ内の南東側に位置する二子山火山および溶岩、

火山岩として、すでに使用されている。二子山は、約 5,000 年前の噴火で形成された溶岩ドー
ムで、箱根駒ケ岳、神山、台ヶ岳などとともに中央火口丘を構成する。その名のとおり、双生

児のように二つの峰が並んでおり、北側が上二子山 1,099m、南側が下二子山 1,065m である。 
石井八萬次郎の箱根二子山の学会報告が 1894 年、大湯正雄の二上山の報告は 1910 年である

ので、地名としての「二子山」は除くとしても、火山や火山岩の学術的命名のプライオリティ

は、16 年も前の石井八萬次郎の箱根二子山論文にあるだろう。この先行研究を大湯正雄も承知
していたので、わざわざ二上火山の最高峰である雄岳雌岳の二峰が箱根二子山に似ていると記

し、地名にちなんだ岩石名を命名せず当時の一般的学術名称である「讃岐石」の名称を使った
のだろう。 

結局、二上山の火山名および二上山産ガラス質安山岩（サヌカイト）の学術名として、「二子
（山）火山」「二子石（岩）」の名称を提起することは重複となって、地質学岩石学分野での学
術的命名は不可であったし、また実際の提起があった証拠も見つからない。 

箱根と区別できるよう配慮して、大和や河内などを冠して「大和二子火山」「河内二子石」を
地質学岩石学的に定義する論文も、書かれることはなかった。二上山の名称には「にじょうざ

ん」「ふたがみやま」「ふたかみやま」の呼び分けがあることから、「Nijyonite」「Futaga(n)ito」
「Futakamite」なども岩石名に使えそうだが、見当たらない。小藤文次郎東京帝国大学教授は、
1916 年の英文論文で二上山の読み方として「Futakami-yama」「Nijo-san」を挙げている。 

以上管見では、小川京都帝国大学教授が濱田教授に伝えた、二上山の別名である「二子山よ
り出るを以て二子石（Futagonite）と命名せる学者」の存在は発見できなかった。ひょっとする

と、石井八萬次郎の箱根二子山火山岩が二子石と命名されていることと、大湯正雄が煩雑に記
載した二上山の別名が二子山であることを、京都帝国大学の小川教授が混同し、二上山のサヌ

カイトが「二子石」であると、濱田教授に錯誤して伝えたとも想像できるだろう。この時期の
地質学岩石学が「富士岩」「讃岐石」「二子石」」といった採取地個別命名単一表記がまだ主流で
あったので、産出地名を取り違え、さらに一般岩石名も省略して伝えたことにより、学際情報

の考古学への取り込みミスが生じた事件であったと推理できる。 

 

5. 「二子山文化」と末永雅雄の「二上山文化」 

 濱田教授の京都帝国大学考古学教室周辺では、国府遺跡発掘以後、二上山のガラス（玻璃）

質安山岩：サヌカイトに「二子石」の名称が採用されたようで、京都帝国大学の島田貞彦と末
永雅雄は 1926（大正 15）年日下貝塚を発掘し、出土の玻璃質安山岩製石器が、近傍の二子山
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（二上山）から供給された石材であることを、「所謂「二子石」と通称さるゝものである」と記
述している（島田 1926）。 

一方、京都帝国大学の濱田門下とは異なり、周辺の研究者は「二子石（岩）」の岩石名を使用
しない。目に触れた範囲では、東京帝国大学卒業の笠井新也は、池田師範学校在職中の 1915
（大正 4）年に兵庫県川西市加茂遺跡を発見し、遺跡に「サヌカイト」破片が散布すると報告

する（笠井 1915）。樋口清之は、1926（大正 15）年の論文で奈良県山辺郡二階堂村岩屋の磨製
石鏃が「サヌカイト」であると記述（樋口 1926）し、さらに 1931（昭和 6）年の「大和二上石

器製造遺蹟研究」では、二上山北麓には「Sanukite」の原石産地があること、その周辺の「Sanukite」
石器の製造遺跡を取り上げ、石器生産工程、石器時代の遺跡分布や交流や交易まで幅広い検討
を行っている（樋口 1931）。 

 

    
図 6 二上火山調査報告（大湯 1910）部分 
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  図 7 箱根火山研究録（石井 1894）部分 
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濱田教授が昭和 5 年に本山への祝辞や講演で述べた後、「二上山産出サヌカイト」を指して
の「二子石（岩）」や「フタゴナイト」、さらに「二子山文化」は、見当たらなくなる。この頃

に、地質学岩石学では「二子石（Futagonite）」が「二上山産出サヌカイト」の岩石名称ではな
いことが判明し、濱田教授とその周辺が、関連学問の根拠を失った考古学用語として積極的な
使用を見合わせることになったかと推測する。 

京都帝国大学考古学教室周辺では、1935（昭和 10）年の梅原末治 1935「京都白川小倉町石
器時代遺跡調査報告」『京都府史蹟名勝天然記念物調査報告第 16 冊』では「サヌカイト」とな

っている。 
末永雅雄は奈良県史蹟名勝天然記念物調査会で濱田教授の指導を仰ぎつつ、1930（昭和 5）

年から 1938（昭和 13）年まで奈良県宮瀧遺跡を発掘した（末永 1944）。この調査で末永雅雄

は、「今次の調査の特殊研究として・・・・石質から交易関係を知ろうと試み」、自身の研究の
根拠を専門研究者の成果に依拠する。地質学岩石学の専門家である京都帝国大学助教授上治寅

次郎に、1936（昭和 11）年の宮瀧遺跡現地での地質と地形形成調査、さらに石器類岩質の顕微
鏡検査を委嘱し、その報文を収録している。上治助教授の報文（上治 1944）では、宮瀧遺跡の

地質学的環境、地形形成などの検討に続いて、地質学岩石学者が採取した溶岩や岩石ではなく、
考古学資料である石器の石材を、石基斑晶の違いによる火山岩産地比較を顕微鏡で行って、考
古学的な意味での石材の由来を解明しようとした。報告書に遺跡研究のため執筆を依頼した関

連科学の論考を、そのまま収録することは、実は濱田教授の轍を踏まぬ工夫ともなっている。 
岩石学的検討の結果、石鏃・皮剥、球形石、石斧、石槍、石錐其他雑石等が、「二上火山産の

讃岐岩質溶岩」であるとされた。単に「讃岐岩（石）」ではなく、「二上火山産の讃岐岩質溶岩」
=二上山産出+讃岐岩（と同）質溶岩=産地名+ガラス（玻璃質）安山岩の記述となっているの
は注目したい。岩石学の立場での上治の記述式は、国府遺跡発掘調査報告の註（４）にある濱

田教授の岩石二命名法と同様の記述であり、岩石学での記述と考古学での記述を整合させると
いう成果を生み出している。これを受けた考古学的報告で末永雅雄は、二上山産出であること

を明記しつつ、濱田教授の提案する「玻璃質安山岩」ではなく、慎重に考古学的岩石名として
定着した「サヌカイト」を使用する。 

濱田教授が『「通論考古学』で「もとより一人にして各種の学科に深き造詣あること難きを以
て、その特殊の研究は各専門家に委託するのほかなしといえども、ある程度までの知識とこれ
に対する興味とを挟有することを要す」（濱田 1922 第 1 編第 3 章 11「各学科との関係」部分）

と記したことを踏まえ、末永雅雄が自然科学分野と考古学の連携を模索し、上治へその意図を
正確に伝えた成果であると思われる。「二上山サヌカイト」と「二子石」「Futagonite」をめぐる

混乱を、濱田教授の考古学的二命名方法に回帰して、末永雅雄が収束させたと思っていいだろ
うか。 

この経緯の中で、濱田教授の「玻璃質安山岩」も、一時忘却されたことは注意したい。 

1936・37（昭和 11・12）年、末永雅雄を担当者にして、京都帝国大学考古学教室の小林行雄
助手、藤岡謙二郎副手らが参加して、大和唐古遺跡の発掘が行われ、弥生時代国府遺跡と同じ
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大和の弥生時代遺跡の内容が解明された。その報告『大和唐古彌生式遺跡の研究』（末永・小林・
藤岡 1943）では、石器石材の鑑定等は、中村新太郎京都帝国大学名誉教授の教示を仰いだ。藤

岡副手と小林助手により石器について精緻な実測図と写真の掲載、記述、考察が加えられた。
「石器の用石」の項で唐古遺跡の石器生産と石材供給の問題が考察されている。打製石器の「用
石」は「二上山讃岐石」に限られていて近畿地方各地の弥生時代遺跡に共通すること、石器生

産は二上山原石産出地ではなく唐古遺跡で行われていること、唐古遺跡の石器生産で「舊石器
類似石器」が「偶然の現象」で生産されるとしたこと、畿内弥生時代石器生産では、東北地方

や北海道の縄文時代遺跡と異なり「特殊な打製石器の発達」はなかったこと、反面大量の打製
石器が生産されていることは「金属製利器の貧困」を示すであろうこと、後期には石器が消失
することなどが考察されている。用石の分析は、藤岡副手の原稿を小林助手が大幅に加筆した

ものといわれる（穴沢 1994p187）。 
1937（昭和 12）年、濱田教授は京都帝国大学総長に就任するが、1938（昭和 13）年 7 月 25

日に急逝した。 
末永雅雄は、濱田教授の逝去後も、1938（昭和 13）年から橿原遺跡の調査を行い、自ら設け

た橿原考古学研究所で研究と報告書の刊行を続け、1952（昭和２７）年に関西大学教授に就任
した。宮瀧遺跡、唐古遺跡、橿原遺跡の調査は、大和の縄文時代から弥生時代への石器文化の
変遷を明らかにしていく過程であり、故濱田教授の「二子山文化」解明への道標でもあったろ

う。 
末永雅雄橿原考古学研究所所長は、1956（昭和 31）年、「二上山文化總合調査」（橿原考古学

研究所 1957）を開始した。その中間報告の冒頭で「この二上山が近畿古文化を象徴する諸条件
をもっていると云うことは、・・・かつて京都大学の考古学教授であられた浜田青陵先生が、大
正の初期にすでに着眼されていたのである・・・」として、濱田教授の二上山をめぐる研究に

言及している。1930（昭和 5）年の本山邸での展観に同席していたことから、末永研究所長の
「二上山文化」は濱田教授の「二子山文化」と同じであると読める。国府遺跡と二上山の「フ

タゴナイト」原石産出地の関係が旧石器在否問題もあわせた石器時代研究の鍵と考え、研究の
継承を計画したことになる。 

人文科学の先史・古墳の考古学 2 班、歴史学、文学、民俗、地理、石造美術、建築の計 8 班、
自然科学の人類学、植物、動物、地質の 4 班が構成され、50 名近い研究者で「二上山文化の總
合調査」が行われた。 

末永所長の調査の主眼が、所長退任後の 1987 年、奈良県立橿原考古学研究所の彙報「青陵」
に、後進への研究報告刊行への叱咤とともに記されている（末永 1987）。 

「一 この遺跡でサヌカイトを主とする石材の採取は石器時代のどの時期に上限を置くべき
か。あるいは旧石器時代まで遡りうるかどうか。 
二 石材の採取は各人各個が自由に採取したか。当初はそうであっても後に地元住民に鉱区権

のようなもの、あるいは慣習的なものが現れたか。現代の金剛砂採掘のような手続き（があっ
たかどうか）」 
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を解明することであった。まさに濱田教授の 1930（昭和 5）年の講演「南河内地方に於ける石
器時代遺跡と古墳」の一節である。1950 年代には「サヌカイト」の石材名称が定着していたの

で、先史班は、研究課題として「二上山を中心とした無土器文化」「二上山産出サヌカイトの分
布」「屯鶴峯附近の遺跡の調査」、地質班は「サヌカイト及び凝灰岩の科学的研究」が設定され
た。二上山周辺の「サヌカイト」散布地の踏査、河南町飛鳥の「サヌカイト」産出地の調査、

さらに濱田教授が大正時代に調査した河内国府遺跡の再発掘調査が 1957（昭和 32）年 3 月に
行われている。 

末永所長は、濱田教授の「二子石」の膠着を解きほぐした後、二上山總合調査で「二子山文
化」の提唱を「二上山文化」として再構築しようとしたようだ。末永雅雄の宮瀧遺跡発掘から
二上山總合調査まで、その調査研究の基調には、濱田考古学の学理と学問的構想が潜在通底し

ているように感じられる。  

 
図 8 二上山文化總合調査記録 文書箱「二上山」の一部 

   

末永所長は、戦前から欧州旧石器の研究で知られる大山柏公爵と親交があって、積極的な論

考を発表したことはないが、日本の旧石器在否問題に関心があったことは間違いない。末永所
長は、濱田教授の国府遺跡の大形粗石器（濱田 1918 第四章第一節）に一見見間違いそうな「サ
ヌカイト」製「大形打製石器」を二つ、二上山総合調査に先立つ 1955（昭和 30）年の秋、「二

上山西麓近鉄電車大阪線関屋駅西南方石屑堆積地帯」で採集（山口 2018）していたが、この石
器を「二上山文化總合調査」の研究には供せず、未報告のまま手元に残していた。 
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畿内弥生時代の石材供給を受ける側の遺跡から発見される「大形粗石器」「舊石器類似石器」
に対して、戦前に濱田教授の国府遺跡調査の積極的証拠はなく今後の課題という見解（濱田

1918ｐ34）、藤岡副手と小林助手の唐古遺跡の弥生時代石器生産の「偶然の現象」という見解
（末永・小林・藤岡 1943ｐ205）が出されていた。二次世界大戦が敗戦で終結して、考古学も
新しい息吹がもたらされたが、1946（昭和 21）年の群馬県岩宿遺跡旧石器発見を受けても、ど

の研究者もこれを再検討しなかった。一方、末永所長はこれに納得しておらず、原石産出地上
の石器生産遺跡から発見される同種石器についての研究は必要と考えたのだろう。採取した石

器が未報告のまま手元に残っていたのは、「二上山文化總調査」が思うように進展せず、慎重を
期した結果、発表の機を逃してしまったからではなかろうか。 

 

    
図 9 末永雅雄奈良県立橿原考古学研究所所長・関西大学名誉教授 

                 図 10 二上山西麓の大形打製石器 
 

末永所長の 1955（昭和 30）年の石器の採集が、濱田教授の国府遺跡と二上山原石産出地と
の連関を呼び覚まし、奈良県宮瀧遺跡、唐古遺跡、橿原遺跡の調査によって積み重ねられた

石器石材の知見と結びつき、「二上山文化」の總合調査の一つの動機になったと思われる。二
上山文化總合調査開始時の雰囲気は、末永所長の文書箱「二上山」に保存されていた新聞切
り抜き（第 8 図）から覗えるだろう。国府遺跡の「大形粗石器」を問題とした濱田教授の長

年の課題を自ら解明しようと、末永所長は、ひょっとしてかなりの期待を抱きながら、再び
原石産出地から検討しようとしたのだろうか。 

本山彦一の「本山考古室」に収蔵展示された考古資料は、本山大毎発掘隊の国府遺跡を含
めて『本山考古室要録』（末永 1935）で目録になり、関西大学教授でもあった末永雅雄の尽力
で、関西大学博物館蔵「本山コレクション」となっている（関西大学博物館 2011）。末永名誉

教授は、この本山コレクション中の本山発掘国府遺跡資料に、多数の「サヌカイト」製石器
があることから、「国府遺跡調査の当時旧石器問題があったので再検討してみてはどうか」
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（末永 1986ｐ74）と、関西大学文学部考古学研究室で本山コレクション国府遺跡資料（山口
1981）から旧石器在否問題を研究するよう促したことがある。二上山の原石産出地だけでは

なく、国府遺跡もあわせて旧石器在否は、末永雅雄にとって生涯の未解決課題の一つであっ
たと思われ
る。                                                                                              

 

末永雅雄 1957「（32）二上山文化総合調査」『二上山文化總合調査』部分 

 大和と河内の境にあってどちら側から見ても姿のやさしい二上山は、とくに大和の飛鳥地方から眺めると夕

陽を背景に、くっきりと浮き出たその山容の美しさは、万葉歌人のもつた憧れを思わせる。これを河内側から

見ても雄嶽、雌嶽の均整のとれた姿もまた特別な趣きを見せている。同じ連峯中の金剛山が厳しさをもつて抜

き出ているのとはよい対照である。 

 この二上山が近畿古文化を象徴する諸条件をもっていると云うことは、これをいろいろの視角から検討しな

ければならない時期がいつか来るだろうと期待していた。考古学者としては、かつて京都大学の考古学教授で

あられた浜田青陵先生が、大正の初期にすでに着眼されていたのであるが、その後多くの研究者の注目を浴び

ながら総合的な調査の実現には至らなかった。 

<中略> 

一例を挙げると、わが原始時代の人たちの生活に何よりも大切な道具であった、石器の素材たるサヌカイト

の主なる原産地として知られており、サヌカイトでつくった石器は長い年代に亙って使われていた。恐らく近

畿地方の原始文化の発展に最初の貢献をしたものの一つとして、この二上山のサヌカイトが挙げられよう。そ

してその初まりは数千年の昔にあるのではなかろうか。また古墳時代の石棺や飛鳥時代以来の寺院建築の基壇

や、礎石をつくった凝灰岩もこの山から供給され、金剛砂の採掘も行われてきた。 

 原始時代の生産基地としてこの山の働きは、いろいろな文化を育成する条件をもつこととなって、やがては

奈良を育て、大阪を発展せしめたのではなかった（か）とさえ考えられる。 

 かかる見地に立って我々は堅実にこの研究を進めてゆきたいと思っている。 

  昭和三十二年三月                           末永雅雄 

 

6. 二上山とサヌカイト、ガラス（玻璃）質安山岩 

熊本県合志市の二子山石器製作遺跡（熊本県 1979）が、1982（昭和 57）年に国指定史跡と

なった。縄文時代後期から晩期にかけての打製石斧製作として著名な遺跡である。熊本県合志
市二子山には玄武岩質安山岩の露頭が多く発見され、その周辺には剥離された石材・剥片・未

成品・敲石等が多量に発見されている。この打製石斧の分布は、南は白川から北は菊地川まで
の地域に、現在約 60 か所の遺跡が確認されているという。 

地質学岩石学での箱根「二子石（岩）」の名称は、この領域での岩石命名方法が変更になって

「旧名称」になった。さらに、考古学の学門的領域で、「二子山」を産出地とする玄武岩質安山
岩製石器生産遺跡が知られたことから、今や考古学での通称岩石名にすぎないであろうが 1918
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（大正 7）年に回帰して、「二上山産出サヌカイト」の名称に「二子石」「Futagonite」を復活さ
せることは慎重となるだろう。 

一方、「二上山産出黒色ガラス質安山岩」を「讃岐の石」の意味である「サヌカイト」と呼称
することにも、一抹の居心地の悪さを感じないだろうか。直近の近畿地方中央部でもナウマン
が言及した二上山以外の地点で産出するガラス質安山岩を使用する旧石器時代や弥生時代石

器群が最近発見され、既知資料も再検討されつつある。また、瀬戸内火山岩区以外の火成岩も
近畿地方に産することも無視できない。山陰の第四紀火山群や新第三紀グリーンタフ造山運動

に連動した北但層群火山活動は、優良な石器石材を供給した可能性があって、現在探査を続け
ている（山口 2001・2021）。広く日本列島全体でも、「ガラス質安山岩」として多くの原石産地
が把握されている（杉原・小林 2006）。今後近畿圏で産出地の検討を経ないものも一括して「サ

ヌカイト」表記を続けるなら、研究上の混乱が拡大するだろうと思われる。汎日本的に研究視
野が拡大した今日、瀬戸内火山岩区に制約される名称である「サヌカイト」を、このような近

畿圏石器時代研究で使い続けることには限界があると感じる。 
近畿地方の瀬戸内火山岩区における二上山産を主とする「サヌカイト類」については、従前

の「讃岐」という地名概念を含む「サヌカイト」呼称を（二上山産出以外の識別されていない
原石産出地由来のものが混在している可能性を内包していることを意識しながら）継続するか、
既知の「二上山」や、「甲山」「生駒」「三笠山」など今後考古学的に石材開発が発見された時の

対応を見越して「個別産出地」+「サヌカイト」という地名概念重複の不自然を残して呼称する
か、個別産出地名を、濱田教授の採用した一般的な岩石名称「玻璃質安山岩」または今日的に

アップデートされた「ガラス質安山岩」と産出地名を組み合わせた二命名法で意図的に呼称す
るか、近畿地方の石器時代考古学研究者は選択しないといけないだろう。讃岐地方の「サヌカ
イト」も、五色台や城山、金山など噴出源によってわずかに成分が異なることも知られていて、

こちらも学理的に岩石名命に問題を内包している。 
日本の初期地質学岩石学では、火成岩産出地で発見された岩石にまず「採取地」（種）が付さ

れて、その岩石の観察分析の結果「一般名称」（属）が位置づける手順が踏まれていた。日本列
島の地質構造を解明するために種は属にまとめる学理があって、産出地での命名が煩雑となっ

た時、次第に属名が優占するようになった経緯がある。一方、考古学の岩石は、「石器石材鑑定」
を地質学岩石学の成果に依拠依存し、「サヌカイト」という考古学的岩石名は、それが導入され
た当時の岩石学理解を引きずっていて、「瀬戸内火山岩区」や「高マグネシア」などの理解の中

で、やや拡散した考古学的岩石名となる可能性があることは忘れてはいけない。 
考古学では、石材の検討は、考古学側が自ら行うか自然科学側に依頼するかは問わず、遺跡

から発見された個別の遺物石材を観察分析し、「一般名称」（属）を判定、そのあと周辺の火成
岩産出地（種）を相当させて判定する岩石学と逆手順を踏むものでなければ、新たな石材産出
地を見逃すだろう。個々の遺跡の石材供給を検討する際には、周辺石材環境理解も考古学的な

検討課題である。自然科学分野との連携では、「サヌカイト」石材の微量元素からの産地分析の
可能性（藁科哲男・東村武信 1983、杉原重夫・小林三郎 2006）があったとしても、比較検体
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が提供されなければ無意味な分析となる。考古学の側から、遺跡周辺で産出候補地の積極的な
追加発見の努力と、より多元的な分析依頼を行うことが必要（山口 2001）であるし、初手から

先入観を持って「良質と考えられる産地」「あまり良質と考えられない産地」を区別することも
危険である。 

石器時代研究者は、近畿地方においては、「サヌカイト」が支配的石材であって、見かけ上同

種石材であれば、すべて「サヌカイト」として一括してしまい、それ以上吟味しないし比較産
出地候補も探さないという盲点になっていたのではないだろうか。筆者も近畿地方をフィール

ドとする石器時代研究者として、多様な同属石材環境の分析経験に乏しいことを自覚する。い
きなり地質学岩石学の既知「産出地」を引き当てて判断するのは、「依存的」「経験主義的」で
あると反省したい。 

近畿地方の「サヌカイト」呼称は、考古学学史的に強い慣性を持った用語であることは理解
しつつ、1918（大正 7）年に濱田教授の提案した「玻璃質安山岩」、またはアップデートした「ガ

ラス質安山岩」の石器石材岩石名の使い方を再検討したいと思う。その中で、石器時代古民族
学的石器石材移動と石器生産の動態が鮮明にできるのではなかろうか。 

 

７．おわりに 

最後に、近畿地方を主なフィールドとしてきた旧石器時代研究者である筆者の私的な回顧を
記したい。 

普段、末永先生は「二上山のサヌカイト」と表現されていたが、1986（昭和 61）年に「二上
安山岩」と記した（末永 1986ｐ58）こともあった。その「二上安山岩」が濱田教授の「二上山
産出玻璃質安山岩」のことなのか、筆者には確かめられなかった。 

また、末永先生が二上山西麓で採取された二つの「大形打製石器」は、そのころ「研究する
ように」と筆者に託されたものであった。末永先生の旧石器在否への関心に気がつかない筆者

は、「大形粗石器」様の打製石器を長く手元に置かれていたと知ったことと、特段の指示がない
「研究するように」という言葉に、戸惑を覚えた記憶がある。この石器と関西大学博物館蔵本

山発掘隊の国府遺跡発掘石器を研究しろとの暗号に気付くこともできなかったことが悔やま
れる。 

本稿で、濱田教授が「二子山文化」を、末永先生が「二上山文化」を提唱されたいきさつを

確認したことによって、「研究するよう」指示された筆者の今までの不明、至らなさを恥じてい
る。 

関西大学考古学研究室が日印共同学術調査インド共和国 UP 州シュラバースティー遺跡発掘
調査を行っていた時、国内に残留した筆者は、大阪狭山にお住いの末永先生への連絡員を務め
た。居間で緊張して畏まった筆者に、末永先生は「先学の業績を尊重するように」と諭された。

宮瀧遺跡の石器生産技術と打製石斧の先端摩耗の関係について確かめに、（間違いなく筆者の
勉強のために）宮瀧小学校の収蔵庫まで派遣されたことも懐かしい。 
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本稿をまとめるにあたり、二上山の「二上」「二子」地名呼称や由来について佐藤健太郎氏、
斎藤安輝氏、岩下真央氏に、文献の渉猟について合田茂伸氏に、石器石材について山下大輔氏、

渡邊貴亮氏に教示を頂いたことを記して感謝いたします。濱田耕作京都帝国大学教授の不朽の
学理と視座、『通論考古学』、「二子石」と「玻璃質安山岩」、「二子山文化」と「二上山文化」、
末永雅雄奈良県立橿原考古学研究所所長・関西大学名誉教授へのリレーに思いを馳せつつ、本

稿の責は筆者にあることを明記して擱筆する。 
 

＊本稿中に収録の引用文献には、旧かな使いや旧字を改めたものがある。 
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第２節 末永雅雄先生の二つの大形石器 

 

１．末永雅雄先生の二つの大形石器 

末永雅雄先生の花押のある紙箱に収められた、1955（昭和 30）年に「二上山西麓出土 大形
打製石器 昭和三十年秋採集 近鉄電車大阪線関屋駅西南方石屑堆積地帯中検出」のサヌカイ

ト製大形打製石器 2 点がある。この石器は、1981（昭和 61）年頃、関西大学教育後援会から刊
行される「末永雅雄 常歩無限 関西大学考古学二十年の歩み」の編集を担当していた米田文
孝氏を介して、末永先生から当時大学院後期課程に在籍中で、旧石器考古学を勉強しようとし

ていた筆者に、「研究するように」との指示とともに託されたもので、現在関西大学博物館で保
管している。この２点は、箱書きに末永先生の花押があって、託されたときに大変な緊張を感

じた覚えがある。 
写真と実測図（図 11・図 12）を付す。両方ともサヌカイト製で、図 11 の石器は、長さ 18.2cm

幅 9.0cm 厚さ 4.0cm 重さ 708g。片面に礫面を残す厚手の大形剥片を両面加工した石器である
が、裏面にポジティブな大剥離面は残存しない。図 12 の石器は、長さ 17.1cm 幅 8.9cm 厚さ
2.9cm 重さ 470g。礫表を取り込んだ大形剥片を素材として、両側面表裏から幅広剥片を剥離し

たものであり、表面に強い風化と炭黒化があって、加熱されている可能性がある。 
現在の近畿地方の石器研究の成果に照らせば、図 11 の石器は、弥生時代中期に近畿地方中

央部で普及するサヌカイト製打製石剣の素材厚を減ずる初期整形工程であると判断される。図
12 の石器は、強い風化が進行しているが、縄文時代石核であろうと思う。二上山の北西麓に相
当し、桜ヶ丘遺跡などの瀬戸内技法、国府型ナイフ形石器を出土する後期旧石器時代の遺跡集

中地に当たるが、どちらも瀬戸内系サヌカイト製横長剥片剥離伝統に含まれるような後期旧石
器時代の遺物ではない。今から 37 年前、筆者にとって、末永先生の「研究するように」との伝

言は、まさに「謎かけ」であった。一瞥して縄文や弥生の所産と判断できたことから、「どう研
究するか」悩んだ記憶がある。 

   

写真 1 末永雅雄先生の二つの大形石器 
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図 11 末永雅雄先生のサヌカイト製大形石器１ 
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図 12 末永雅雄先生のサヌカイト製大形石器２ 
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しばらくして関西大学のインド共和国祇園精舎遺跡での海外調査が始まり、考古学研究室の
網干善教先生や米田氏ほかほとんどのメンバーが遠征していた時期、末永先生と関西大学考古

学研究室、網干先生の連絡係として、私が末永先生のご自宅にお邪魔する機会が増えた。その
折に、先生が手がけられた先史時代遺跡調査として、宮滝遺跡の打製石斧先端部の摩耗を使用
痕と考えたこと、奈良県立橿原考古学研究所で二上山北麓の飛鳥新池などでサヌカイト撒布地

を試掘し、自然破砕ではなく人為的な石器生産の所産であると考えたことなど、末永先生の実
証的な調査研究のお話を伺うことができた。しかし、このときには、「研究するように」と託さ

れた二つの大形石器についてお話は出なかった。謎かけと結びつけて考えることなく、そのま
ま長く預かったまま時を過ごしてしまうこととなった。 

今になって、ようやく先生の「謎かけ」の一部を読み取ることができたので、一文としたい

と思う。その契機は、関西大学博物館の所蔵する本山コレクションにある河内国府遺跡が、1917
（大正 16）年から発掘が始まったことを記念して、2017 年に関西大学博物館で展示会「国府

遺跡発掘 100 周年―近畿地方先史時代考古学のはじまり―」を開催したことで、その準備の過
程で、私は関連資料と学史的経緯を調査した結果、末永先生の 2 つの大形石器が、大正時代の

国府遺跡の発掘と京都帝国大学での濱田耕作教授に、末永先生が直接の指導を受け、旧石器時
代考古学への問題意識を継承していたことと深く繋っていると推測することとなった。 
 

  

写真 2 展示会「国府遺跡発掘 100 周年―近畿地方先史時代考古学のはじまり―」 

 

２．国府遺跡と二上山 

この二つの石器の発見された近鉄関屋駅西南方は、二上山では、1956（昭和 31）～1957（昭
和 32）年、末永先生が所長であった橿原考古学研究所が「二上山文化総合調査」を実施して幅

広い領域を研究対象としたが、この中で酒詰仲男同志社大学教授らが先史班を組織して、二上
山を中心とした「無土器文化」の探査、二上山産サヌカイトの分布調査、大阪府側の河南町飛
鳥周辺のサヌカイト産出地調査などを行ない、さらに 1957（昭和 32）年 3 月に国府遺跡の小

規模発掘を行なっている。 
この石器 2 点は末永先生の手元に置かれていたもので、今まで言及されたことのない二上山
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資料であるが、橿原考古学研究所の「二上山文化総合調査」に先立って発見されたことから、
「二上山文化総合調査」に含まれる総合的な研究視野の中の、一つの契機であった可能性が考

えられる。 
 「二上山文化総合調査」では、当初から、二上山で産出するサヌカイト石材と旧石器（無土
器文化）の在否を研究課題としており、近畿地方ですでに著名であった国府遺跡との関わりが

強く意識されていたことが推測できる。 
国府（こう）遺跡は、大阪府藤井寺市惣社に所在する国指定史跡で、二上山の西、河内潟の

南縁、石川と大和川が合流する地点の南西の丘陵にある。1889（明治 22）年、『東京人類学會
雑誌』第 4 巻に遺跡発見の報告があり、人類学・考古学研究者に注目された。1916（大正 5）
年、京都帝国大学に考古学研究室を開設した濱田耕作教授のもとに、近畿地方の遺跡探査をし

ていた福原潜次郎氏が収集した大形石器を、喜田貞吉講師が紹介したことから脚光を浴びた。
濱田教授は、この大形石器（写真 3）に、ヨーロッパの旧石器との類似を認め、国府遺跡の発

掘を計画した。1917（大正 16）年 6 月、国府遺跡の発掘が開始されたが、縄文時代包含層下の
砂利層が自然堆積であるとして、深堀せずに中断し、不十分な検証に終わっている。報告書中

で、大形石器について新石器時代の剥片石核や石槍（石剣）の未製品や破損品とした。 

 

写真 3 福原潜次郎氏国府遺跡採集大形石器（京都大学総合博物館蔵） 

 

この福原氏の大形石器は、京都大学の考古学研究室に保管されていたことから、末永先生が
実物を観察し、また濱田教授から、ヨーロッパ旧石器との形態的類似があることなどの教示を

受けていた可能性が考えられる。末永先生は、1955（昭和 30）年、この 2 点の石器を入手し、
京都帝国大学に所蔵される福原潜次郎採集大形石器との形態的類似に注目して、旧石器時代遺

跡の探査を試みようとしたのではなかろうか。国府遺跡については、濱田教授から指示されて、
堺にあった「本山考古室」の目録を作成した経験があって、その関連性も熟知されていたので
あろう。 

日本における旧石器時代考古学の可能性について、末永先生自身が論文などではっきり明示
したことないと思われるが、あえて花押で箱書きして、この２点を取り分けした末永先生自身
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は、この 2 つの大形石器が旧石器である可能性を密かに、また強く考慮されていたのではなか
ろうか。国府遺跡の大形石器がサヌカイト製であることから、その原産地である二上山北麓を

対象としたこと、これに連続して国府遺跡を調査したことに、濱田先生の問題意識を継承した
表れがあると推測できる。結果として、濱田耕作の京都帝国大学、末永先生の橿原考古学研究
所の、どちらの調査も旧石器時代であるとの確証は得られなかったのは残念である。 

 1957（昭和 32）年、末永先生の国府遺跡調査に続いて、東京大学の山内清男教授、鎌木義昌
氏らによる発掘調査が行われ、砂礫層直上の黄色粘土層から土器を伴わない風化したサヌカイ

ト製石器がまとまって発掘された。その技術形態学的特長が、岩宿遺跡で発見され東日本で類
例が追加されつつあった旧石器に連なっていることから、近畿地方にも旧石器時代の遺跡があ
ることが証明された。橿原考古学研究所の調査に連続したこの発掘調査には、末永先生から山

内氏らへの、問題意識の示唆の存在を類推させるであろう。あたかも大正期の本山彦一が国府
遺跡への東西大学の人類学者考古学者の発掘を招致したことと類似していて、末永先生の度量

が感じられて興味深い。 
従来の学史では近畿地方旧石器時代研究は、この山内・鎌木両氏の国府遺跡でのサヌカイト

製旧石器の発見に始まるとする理解が一般ではあるが、そもそもサヌカイト製大形石器が縄文
時代文化層下の礫層中から出土するかどうかということが、近畿地方における旧石器時代研究
の初端であったこと、濱田教授から末永先生への問題意識の継承があったということ、今年

2018 年は、大形石器が注目されて 102 年目、国府遺跡の発掘が始まって 101 周年であること
も銘記されるべきであろう。 

 

３．京都帝国大学考古学研究室と大阪毎日新聞社長本山彦一の考古室 

 濱田教授は、助教授であった 1913 年に英国ロンドン大学エジプト学講座のフリンダース・
ペトリー教授の元に留学し、先進の科学的考古学の方法を日本に持ち帰った。京都帝国大学の

考古学教室には、浜田教授とペトリー教授の学術交流の経緯で、エジプト遺物がもたらされた
（京都大学総合博物館 2016）。網羅的なエジプト資料の中には、旧石器時代のハンドアックス

などが含まれている。また、浜田教授は、欧州各地の最新化石人類や旧石器考古学の遺跡や遺
物も広く巡検したようで、著書『博物館』（1929 年）において、当時最新の化石人類の進化を
概観、世界の石器時代にも多くの頁をさいており、エジプトなど海外の旧石器資料を有してい

たことも併せて考えると、その研究室での指導や講義に、欧州の旧石器考古学や化石人類進化
研究の成果が取り込まれていたのではないかと思われる。浜田教授の下で学んだ末永先生は、

福原潜次郎の国府遺跡大形石器にあわせて、これらを実見し、またそれについての浜田教授の
講義や日本における研究の見通しについて見聞されていた可能性は高いと思われるのである。 
 これに符合するように、関西の学術研究の有力な支援者であった大阪毎日新聞社長本山彦一

が自ら立ち上げた富民協会農業博物館の一角に設けられた「本山考古室」では、浜田教授の『博
物館』にある展示室に近似した展示ケース構成が再現される（山口 2011）。神田孝平旧蔵資料
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を入手したあと、浜田耕作の指導を得ての設置ではなかろうか。興味深いのは、『本山考古室要
録』などに記載はないが、当時発見が続いていた欧米の化石人類の頭骨模型や化石人類復元胸

像が本山コレクションに含まれていたことである（写真 4）。これらには日本語のラベルが貼ら
れており、頭骨模型には、本山が発掘した国府遺跡の縄文時代人のものも含まれるので、これ
らは鳥居竜蔵や島津製作所の科学標本部などの関与が推測される。このような科学標本は、原

型を輸入して国内で生産されて大正期から昭和初期、大学予科や高等学校、中学校など、当時
の中高等教育機関に広く所蔵され、教育に供された（村野・平田 2016）。多くは日本の勢力圏

に取り込まれつつある周辺民族の人種模型などであるが、欧米の化石人類の復元胸像や化石の
複製模型、旧石器時代石器の複製もあったことは、濱田の理論的方法的著作が先行して基盤を
作り、大山柏による欧州旧石器考古学（大山 1924）の紹介などもあって、高等教育機関におけ

る「人の由来」についての根源的な知的好奇心が通底していたことを示しているのであろう。
科学的精神にあふれた大正期から昭和初期のエトスを見た気がするであろう。 

 

 

 

写真 4 化石人類頭骨模型 
（右奥：国府遺跡頭骨）・化石人類復元胸像（すべて関西大学博物館蔵） 

 

 

 濱田耕作教授が、留学で得たエジプトや欧州の旧石器や化石人類の進化と系統研究をもって、
100 年前に国府遺跡の大形石器が旧石器の可能性を見いだしたことと、末永先生の橿原考古学
研究所の総力をつぎ込んだ「二上山文化総合調査」を実施したことの間には、この二つの大形

石器があるのではなかろうか。京都大学で濱田教授に指導を受け、本山考古室の国府遺跡発掘
資料を要録にまとめた末永先生は、日本の旧石器時代考古学の黎明に、誰にも気づかれず、大

きな足跡を残していたのだと思う。 
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第３節 古瀬戸内とサヌカイト石材 

                                  

１．はじめに 

 瀬戸内系旧石器は、その名のように瀬戸内技法・国府型ナイフ形石器を「極相」とする石
器群（山口 1994）である。この地域の旧石器研究のプロセスにおいて、瀬戸内系旧石器が瀬

戸内海沿岸から大阪湾岸の近畿地方中央部にかけて広く分布することが、その石器群把握に
大きく関係していた（鎌木 1960）ことは、研究史上も間違いないであろう。この石器に、瀬
戸内という地域名称を冠するのは理にかなっている。同時にそれらがサヌカイト石材を使用

していることも注目され、瀬戸内の旧石器時代研究史の初期から、瀬戸内技法という石器生
産技術の特異性と特定石材の関係が強く示唆されることになった。これらは、現在も瀬戸内

系旧石器の研究者に、研究上の暗黙の「了解」を得ていると考えられる。 
 本稿は、兵庫県揖保郡御津町碇岩南山遺跡の石器群を検討し、この遺跡が地理的、生態的

環境としての「古瀬戸内」に、どのように位置付けられるかを明らかにしたい。さらにサヌ
カイト石材の供給状況を検討することによって、石材の供給のあり方と石器群の「適応」を
考察する。 

 さらに、碇岩南山遺跡の分析を糸口として、この瀬戸内（近畿地方中央部から備讃瀬戸地
域まで）という地域とサヌカイト石材、瀬戸内系旧石器の三者がどのように関係を持ってい

るかを、「仮説」する事を目的としたい。これは、ただ単に、瀬戸内系旧石器は、瀬戸内地
域ではサヌカイト製のものが圧倒的だ、などということを確認するだけを意図するのではな
く、また石器生産技術の「石材決定論」に議論を戻すわけでもない。当該地域の地形的・生

態的環境と瀬戸内系旧石器集団の関係を把握することで、結果としてどうサヌカイト石材が
「開発」され、旧石器集団の適応戦略の中にどうサヌカイト石材利用が組み込まれていった

かを予測し、根本的に瀬戸内系旧石器とはどのような地域的適応を行った存在であるのか
を、積極的に「説明」することである。 

 

２．碇岩南山遺跡の石器群 

 碇岩南山遺跡（芝・山口 1995）は、兵庫県飾磨郡御津町字碇岩にあり、標高 100ｍ前後の
山に挟まれた、東西にのびる谷部奥の北向き丘陵緩斜面に位置する。324 ㎡が発掘調査され、

石器群 1384 点が出土した。調査地の基本土層は、遺跡の立地点が山麓段丘の緩斜面に位置
し、後背山麓から供給される白色砂主体の土壌で構成されているが、このうちの第６層から
第９層間に石器群の包含が認められた。６～９層の各層厚は薄く、各層の遺物の平面分布が

一致すること、８から９層上面に比較的安定した遺物分布のまとまりが認められた包含状況
から、層位的には同一時期の石器群とみなして良いと考えられた。成瀬敏郎（兵庫教育大
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学）氏の分析により、下位の第 11 層に姶良Ｔｎ火山灰火山灰、碇岩南山遺跡Ｂ地点の上位相
当層から三瓶Ｕ２火山灰の包含が検出されている。 

 発掘調査の結果、標高 11ｍ前後の西から東に傾く緩やかな旧地形を９～10 層面に追跡し、
石器類の集中部を調査区のほぼ中央に検出した。石器類は 784 点を原位置確認して取り上
げ、石器類 389 点からなる南群と、395 点からなる北群の、２群の石器類ブロックを認め

た。さらに水洗篩を行い、砕片など 600 点を検出した。また、礫石の分布も認められたが、
その他の顕著な遺構は検出されていない。 

 出土した石器類は、原位置を確認したもので、ナイフ形石器 26 点、削器１点、剥片 161
点、砕片 564 点、石核 22 点、叩石１点、礫石９点である。水洗篩にはナイフ形石器５点、剥
片 34 点、砕片 561 点がある。石器類の石材はサヌカイトが主体で、これに併せて緑色流紋

岩、流紋岩、砂岩などが使用されている。サヌカイトは、視覚的な判断ではあるが、讃岐産
と思われる流状構造を示すもので、二上山産と思われるものはなく、転磨を示す表皮を有す

るものも少ない。緑色流紋岩は、経験的に風化の進行した粗質の「碧玉」とされているもの
に等しい。石材の判定の困難な砕片を除いた石器類 210 点のうち、サヌカイト製が 162 点、

緑色流紋岩製が 35 点、流紋岩製が 12 点、砂岩製が１点ある。 
 ナイフ形石器は、サヌカイト製が横長剥片素材で打面部側縁に調整を施したものが主体で
あるが、緑色流紋岩製には縦長剥片素材で２側縁加工のものがある。削器は、サヌカイト製

大型剥片の３側縁に鋸歯縁やＵ字状の調整を施したものである。剥片は、サヌカイト製のも
のに大きさにばらつきはあるものの、横長剥片が目立つ。緑色流紋岩製のものには、底面を

有する横長剥片と不定形または縦長剥片が認められる。石核は、サヌカイト製のものがすべ
て剥片素材の横長剥片石核で、剥離作業面が左右に移動するもの、作業面と打面が転移する
ものなどが認められる。また、多くのサヌカイト製石核類の側縁には、削器状の調整が施さ

れている点が注目される。緑色流紋岩製石核は、貝殻状剥片を剥離した分割礫素材のもの１
点がある。（図 13・14） 

 碇岩南山遺跡の石器群は、サヌカイト製石器生産技術は「瀬戸内系横長剥片剥離技術」に
立脚していること、国府型ナイフ形石器・翼状剥片・同石核など、典型的瀬戸内技法が認め

られないこと、中・小型ナイフ形石器を主体とすること、火山灰降灰の層位的位置から考え
て、国府型ナイフ形石器盛行期の石器群ではなく、それ以後の石器群と見なせる。 
 碇岩南山遺跡の石器群総重量は、原位置を確認したものと水洗篩から礫石類と叩石を除い

た 1276 点で 1075.5ｇにとどまる。サヌカイト製石器類で 860.5ｇ、緑色流紋岩など 152.7ｇ
である。器種別数量比では石器 2.3％、剥片 11.8％、砕片 84.3％、石核 1.6％に対し、器種別

重量比では石器 24.0％、剥片 26.2％、砕片 20.0％、石核 29.8％となる。 
 碇岩南山遺跡の石器生産は、サヌカイト原石を分割する第一工程が認められないこと、大
型の剥片に対応する横長剥片石核が存在せず、中・小型の横長剥片しか生産されていないな

ど、石器生産工程の展開に偏りがあることが明らかになっている。サヌカイト製石器類の大
きさと自然面表皮の観察からは、多くが転磨の無い流状構造を示す自然面を持っており、石 
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図 13 兵 庫 県 碇 岩 南 山 遺 跡 の 石 器  1 
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図 14 兵庫県碇岩南山遺跡の石器 2 
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図 15 瀬戸内の沈水谷（堀 1994） 

1：おもに桑代 1959 にもとづく沈水谷 2：堀 1986 で加えられた推定谷  
3：「日本第四紀地図」1987 最終氷期谷 4：東と西の分水界 

 

 
核や削器などはサヌカイト石材噴出地での直接採集と考えられる。摩耗した円礫は少ない。 

 碇岩南山遺跡は、二上山から約 95ｋｍ、備讃瀬戸の原石産地からは約 60ｋｍ離れている。 

その石器群は、国府型ナイフ形石器盛行期以降のサヌカイト原石産地からの石材獲得・保有
のための適応努力の状況を、その器種構成と数量・重量構成、石核の削器転用などに、原石

産地からの遠隔地の遺跡として、きわめて特徴的に示していると考えられる。 
 先に石器類の記述を行った際、剥片生産工程段階の分類を優先した。ところがサヌカイト

製石核類や剥片の一部には、その縁辺に調整が行われているものが多く認められ、その技術
形態学的分類・機能評価によって石器組成が大きく変動すると考えられる。 

 サヌカイト製石器群の石器組成は、基本的には主要石器としてナイフ形石器と少数の削器
があり、その他の定型石器は組成しない。石核や剥片の一部の分類を変更した場合は、どう
であろうか。 

 剥片の一部には、加工が施されているもの、使用痕と思われる小剥離痕が認められるもの
が少数あり、それらは加工痕有剥片や使用痕有剥片と分類再編することも可能である。本来

剥片は、石器素材として、またそれ自体が利器として機能しうるものであり、当然あり得る
ことで、奇異なことではない。 
 碇岩南山遺跡の石器群を観察する上で、もっとも注目すべきは、サヌカイト製横長剥片石

核のほとんどに削器状の調整が認められたことである。このような資料は、すでにいくつか
播磨地方で認められ（春成 1980・81a・b）、「翼状（横長）剥片石核転用の削器」として知
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られている。碇岩南山遺跡の個々の横長剥片石核の削器状調整部分を子細に観察すると、横
長剥片の生産後に削器状の調整が施されているもの、先後関係が不明のもの、削器状調整の

後に横長剥片を生産したものの３者が認められた。一方、横長剥片石核で削器状の調整の施
されていないものは、わずかに６点にとどまる。このことは、碇岩南山遺跡においてサヌカ
イト製横長剥片石核と削器が、技術形態学的に何らかの構造的背景を有して密接に関係して

いることを示していると考えられる。削器状調整と横長剥片生産の先後関係は、３者がほぼ
同数認められ、その作業の目的的重要性は同等といえる。この点で、横長剥片石核に認めら

れる削器状調整によって、「横長剥片石核転用の削器」として一方的に規定することはでき
ず、同程度に「削器転用の横長剥片石核」が認められることになる。その意味で、その両作
業には、一方から一方へ作業が進められる不可逆性を認めがたく、むしろ両作業の可逆性・

双方向性を認め得る点に、碇岩南山遺跡の横長剥片石核と削器の、最大の特徴があると考え
る。以前から存在が指摘された「翼状（横長）剥片石核転用の削器」との関係も検討しなけ

ればならないだろう。また、備讃瀬戸地域において存在する、いわゆる「櫃石島技法」によ
る横長剥片石核には、一部に両面加工の尖頭器状や削器と見まちがう調整を施したものが散

見される。碇岩南山遺跡の「横長剥片石核転用削器」・「削器転用横長剥片石核」の関係に
類似した石器群構造の存在を伺わせている点を注目したい。 
 定型的器種として唯一組成した削器は、大形剥片の片面の周辺に精緻に調整を施したもの

であったが、縁辺に損耗痕は肉眼的には認めがたい。碇岩南山遺跡において、「削器転用横
長剥片石核」の存在が確定するなら、このような定型的大形の削器が分割・転用されて横長

剥片石核の素材となる可能性も考えられることになる。 
 このことは、削器状調整を施したものが、横長剥片石核の素材であると限定するのではな
く、削器と横長剥片石核の両者が双方向的可変的関係にあることを示唆しているのではなか

ろうか。この双方向的可変的関係は、一遺跡の石器群の技術形態学的検討という従来的研究
方法では、その構造の解明できない。碇岩南山遺跡の石器群は、一遺跡のみで評価するので

はなく、東部瀬戸内地域旧石器社会の動態の中で評価すべきであろう。 
 

３．瀬戸内・近畿地方中央部の地形単位とサヌカイト石材産地 

 ウルム氷期寒冷期の到来により、海水面は現水面から少なくとも 100ｍ前後は低下したこと

が知られている。その結果、水深の浅い瀬戸内は海水面の後退によって排水され、東から大
阪湾、播磨灘、燧灘、斎灘、伊予灘、さらに周防灘まで、全瀬戸内が陸化することになる。

各湾や灘は、現在の海峡部が地峡となって絞められる連続した盆地群へと変容する。これら
盆地群と瀬戸内沿岸地域を総称して、本稿では「古瀬戸内」と呼称する。まず、瀬戸内の当
該期環境を、現時点での情報を基に整理しよう。 

 最終氷期の瀬戸内がどのような地形を示していたかを明らかにした研究として、桑代勲（1
959・72）や堀信行（1986）がある。桑代は、氷期における海水準の低下によって陸化し、現
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海底には当時の河川の沈水河谷が存在することを指摘し、その古水系を明らかにした。堀
は、先行する桑代らの研究を、新しいデータによって更新・補正し、旧石器研究者の利用し

やすい形で報告している（1994）ので、ここではそれに従って観察したい。第３図に堀によ
る瀬戸内海の沈水谷の図を示す。また、古河川の名称は、堀によって現在の灘名などをとっ
て与えられているので、これに従う。 

 「古瀬戸内」には、西と東に流下する東西の「古瀬戸内川」がある。「東古瀬戸内川」は
「古紀伊川」から「古大阪川」・「古播磨川」に分岐し、「古大阪川」は現在の淀川に、

「古播磨川」は備讃瀬戸へ遡上する。「西古瀬戸内川」は「古豊後川」から西へ遡上する
「古周防川」と東に遡上する「古伊予川」に分岐し、さらに「古安芸川」を分岐させた「古
斎川」は「古燧川」へと遡り、備讃瀬戸へと遡上することになる。現在の近畿、中・四国地

方の河川は、これら東西の「古瀬戸内川」のどちらかに合流することとなる。ここでは、瀬
戸内・近畿地方中央部の古地形が、東西二つの「古瀬戸内川」によって分かたれることを確

認したい。両者の分水界は、おそらく現在の備讃瀬戸周辺にあったと考えられている。 
 瀬戸内海沿岸・近畿地方中央部には、サヌカイトの産する地域がいくつかあり、近畿地方

で奈良・大阪府県境に位置する二上山北麓、大阪府和泉・岸和田地域、和歌山県梅原、兵庫
県甲山、淡路島岩屋地域、淡路島西海岸中部、また備讃瀬戸では香川県国分台、讃岐北部が
知られている。また、やや西に瀬戸内沿岸を離れて山間部に広島県冠高原がある（藁科・東

村、1983・91）。 
 近畿・瀬戸内地方東部では、四国の讃岐北部以外に二上山と甲山には火山性噴出源が知ら

れており、その他は海岸・礫層中の非噴出源産出地である。噴出源に伴う産地では、成分分
析によって確度の高い同定ができるが、海岸部や礫層中での転石では、各地噴出原産の原石
が混在している可能性が指摘されている。転石中には、二上山産や四国、讃岐北部・産、そ

のどちらでもないが噴出源のはっきりしない岩屋や和泉産の一部の石材群、いずれの群にも
判別不能なものなどがあるという。また、藁科・東村のリストにはないが、特に瀬戸内東部

の播磨・淡路の海岸部におけるサヌカイト転石の最終可能地が広く認められる。 
 藁科・東村によると、その石材分析結果から淡路島岩屋におけるサヌカイトは、約６割が

四国の讃岐北部地域からの流着石材の可能性があるとするが、淡路島西海岸中部ではこれら
四国産地と分類される流着石材は認められていない。また、古大阪川の流域となる和泉・岸
和田では、約 10％の四国、讃岐北部・産と類似した石材があるが、さらに流下した和歌山県

梅原では存在しないという。一方の有力供給源である二上山産石材は、二上山北麓以外に和
泉・岸和田において転磨された転石が約６％存在しているという。 

 このサヌカイト石材の産状を、先の古河川の状況と合わせて考えてみよう。噴出源産地で
ある四国、讃岐北部産のサヌカイト原石が、非噴出源産地で転石として存在する場合、古河
川による流下の可能性を考えなければいけない。「古播磨川」が「古大阪川」へ合流する際

に、仮に現明石海峡を流下した可能性を前提とすると、備讃瀬戸地域から「古播磨川」・
「古大阪川」へと直接下流域に向かって、距離が遠ざかるに対して量を減らしていると仮説
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をたてることができる。異なった上流域を有する可能性のある淡路島西海岸では、備讃瀬戸
から流下することができず、四国、讃岐北部産の石材が存在しないことになる。一方の二上

山産サヌカイト石材が転石として他の非噴出源産地において存在する場合、やはり大阪・奈
良県境の二上山北麓から「古大阪川」によって流着したものと考えられる。同様に直接下流
域に向かって、距離が遠ざかるに対して量を減らしていると仮説をたてることができる。 

 岩屋や和泉産の一部の石材は、それぞれ独自石材が認められることから、現瀬戸内海には
海没したりして未発見の石材産地があると予測され、特に四国、讃岐北部産に類したものが

すべて、四国産と断定できる状況にはない。しかし、サヌカイト石材一般が、特に瀬戸内海
沿岸において転石として転磨された状態で産する場合、古河川の流着石材である可能性を指
摘しても間違いではないと思われる。 

 「西古瀬戸内川」側では、藁科・東村両氏によって現在のところ非噴出源の石材産地は分
析されていないので、具体的な言及は困難である。このことによって、たとえば備讃瀬戸に

あったと推定される東西「古瀬戸内川」の分水界以東には、四国、讃岐北部・産サヌカイト
石材が流下していないとも、また海没したりして未発見の噴出源がないとも言い切れないで

あろう。ただ、備讃瀬戸にあった東西「古瀬戸内川」の分水界が讃岐北部・五台を「東古瀬
戸川」が取り込むように図示されている点は注目に値しよう。 
 

４．後期旧石器時代遺跡の分布とサヌカイト石材の開発について 

 筆者は、以前に瀬戸内系旧石器の地域性の発現に対し、サヌカイトという特定石材を使用
した石器製作伝統と石材供給システムが強く結びついていることを指摘したことがある（山
口，83a・91b・94a）。考古学的に把握される石器文化を、その地域的構造を維持する要因と

の関係まで振り返って考えてみよう。 

 

図 16 近畿・讃岐北部間の遺跡分布 ○：サヌカイト原産地 
1：鶴峯荘 2・3：国府・はさみ山 4：郡家今城塚 5：板井寺ヶ谷 
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近畿地方中央部・瀬戸内地域に分布する瀬戸内系旧石器は、サヌカイトに限定された石器
群であり、この石材選択は原石産地と遠隔地の、たとえば二上山北麓から 40 ㎞離れた郡家今

城遺跡でも大差ない。瀬戸内系旧石器文化の「極相」である国府型期の瀬戸内技法には、石
器製作工程の異所展開を織り込んだ、第 1・第 2 の２つの工程段階が存在し、第 1 工程は原石
産地中心に展開され、原石産地に日常的な立ち入りの困難ないわば「遠隔」の地では、第 1

工程が欠落する。原石産地からは、盤状剥片や翼状剥片石核、翼状剥片・製品石器が持ち出
され、遠隔地ではそれらを次第に消耗していくことになる。この様相は、姶良Ｔｎ火山灰降

灰以前の板井寺ケ谷遺跡下位文化層のサヌカイト製石器群からも伺え、瀬戸内系旧石器の存
続時期すべてに存在する石器群の特徴と考えられる。瀬戸内系旧石器において、所持するサ
ヌカイト製石材が枯渇した時点で原石産地への回帰が必然化することになると推測できるの

である。 
 サヌカイト製の瀬戸内系旧石器の分布範囲は、サヌカイト原石産地周辺と遠隔地の２つの

ゾーンから成り立っていると考えても良いであろう。サヌカイト製瀬戸内系石器群の分布範
囲は、このように考える場合、石材消費の結果、原石産地への回帰が必然化（山口 1988a）す

る限界点が分布の範囲を決定していると推定することが出来る。瀬戸内系旧石器の特徴は石
器製作技術の特異性と共に、他の石材が転石などで容易に採取可能な位置にあってもほとん
どこれを利用せず、サヌカイトに固執する性格は、この瀬戸内系石器群の分布範囲を結果と

して制約し、また石器製作技術の異所展開対応という特異性がこれを維持していたと考えて
みることも出来るであろう。 

 

図 17 瀬戸内系旧石器のサヌカイト石材開発 
 

 先に検討した碇岩南山遺跡は、二上山から約 100km、讃岐北部から 80km にあり、石材供
給上明らかに遠隔地に存在する。ここにおいては、この異所展開が行われた痕跡を残してい
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る。「古播磨川」河床から採集できたと推定できるサヌカイト転石材を使用せず、讃岐北部
の噴出源産のサヌカイトを使用している。さらに石核・削器間の器種転用を行い、石核と削

器の素材の双方向的可変的関係が認められた。このような石核や削器の存在は、特に備讃瀬
戸の島嶼部の遺跡において知られており、遠隔地遺跡への石材供給の確保と石器組成の維持
を両立させる石器群の「適応」と見なせよう。また、碇岩南山遺跡の編年的位置から考え

て、その特徴は瀬戸内系旧石器文化の変遷における極相期を過ぎた、原石産地と遠隔地の石
器製作の異所展開を支える、いわば「完成された」適応であると考えられる。 

 さて、このサヌカイト石材に固執した瀬戸内系旧石器の分布は、近畿地方中央部・瀬戸内
地域を通して、多くが瀬戸内海沿岸の比較的低い地形に、あたかも瀬戸内海を縁取るように
所在している（山口 1991）。現在では海没したり、厚い沖積層下に埋没しているであろう遺

跡の存在を想定・考慮すると、異所展開を行ったサヌカイト製瀬戸内系旧石器の主分布域
は、むしろ丘陵部よりも低地にあったと思われよう。遺跡分布状況興味深いのは、瀬戸内の

中央にある淡路島や小豆島の山地内には遺跡発見がないことである。 
一方、原石産地から少し離れた近傍や遠隔地の遺跡群の位置は、丘陵や帝位段丘などの比較

的景観の開放的な場所に立地するのを一般とする。「古瀬戸内」の地形群の盆地底は、深く
て現海面下 40ｍ、浅ければ 10ｍであるので、古河川の埋没谷や湖の存在の可能性を考慮して
も、非常に平坦な地形が連続していたことになる。たとえば讃岐北部・二上山北麓のいずれ

からも遠隔地である碇岩南山遺跡のサヌカイト石材の移動経路を考えてみても、「移動距
離」に対して「移動高度」は僅少であることが知れよう。おそらく近畿地方中央部・瀬戸内

地域のほとんどの遺跡において移動距離と比高差の比は非常に緩やかなものとなっていると
考えられよう。 
 瀬戸内系旧石器の極相としての「瀬戸内技法」の盛行する時期の石器製作の異所展開は、

石材の供給を計画的な集団の「回帰活動」に組み込んでいるものであり、先の碇岩南山遺跡
も同様の特徴が認められる点、削器・石核素材に双方向的可変的関係がある点は、同じ範疇

にあると捉えられよう。この時期の瀬戸内系旧石器が、原石産地域の「利用」を行い、それ
を継続できたことは、組み込まれた戦略として理解できよう。 

 最後に、以上みてきた噴出源・非噴出源産地と当該地域の地形の特徴、後期旧石器時代サ
ヌカイト製瀬戸内系旧石器の技術的特徴から、このようなサヌカイト原石産地の開発が、い
つ、どのように行われたかを推察してみたい。 

 この原石産地と遠隔地の、石器製作工程の異所展開が、主にサヌカイト噴出源上の二上山
北麓と四国、讃岐北部の原石産地を起点として行われたことを考えてみると、まず、どちら

も噴出源の山塊であることが指摘できる。また、かつてそれぞれがサヌカイト石材を下流域
に転石として流下させた点でも同様であった。古大阪川系の二上山北麓は標高 120ｍ前後で、
その原石産地遺跡の立地は、通常の近畿地方中央部の遺跡立地とは景観的に異なることが指

摘される（山口 1991b）ちなみに、讃岐北部の金山は標高 200ｍ、国分台は標高 200ｍであ
る。讃岐北部や二上山北麓のいずれも河川上流に位置する噴出源産地であり、立地の異なる
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山塊中に原石産地遺跡群が形成されること、石器生産に比重のかかった遺跡の存在の予測さ
れることから、大きく傾向を捉えるなら、原石産地－遠隔地間の関係は、河川水源と下流域

の関係に置き換えることも出来よう。 
 筆者はすでに、サヌカイト製瀬戸内系旧石器の主分布域が山地や丘陵ではなく、むしろ低
位な段丘や低地にあることを指摘した。当時の主活動域が、近畿地方中央部から瀬戸内地域

の低位な地形単位に広がっていたと考えるのである。 
 瀬戸内系旧石器成立以前を予測するならば、地域的適応の特化の始まる以前、おそらく中

期旧石器の存在を予測しなければいけないであろう。この段階においても、当然主活動域は
より低位な段丘上や低地であったと推測する。この段階において汎日本的な石器群の動向と
等しく石材選択は多様であり、サヌカイト石材は河床や浸食崖において採取可能な一石材で

あったにとどまるであろう。 
 次第に活動域は拡大し、経験的に生まれるサヌカイト石材への嗜好の結果、河川の転石採

集が進み、転石の流下した中流域から上流域へと石材採集活動が遡上する。 
 その結果発見された噴出源サヌカイト石材原産地、二上山と讃岐北部は、どちらも彼らに

とっては、低位とはいえ従来の活動領域をわずかに越えた山塊中に位置していた。 
 次第にサヌカイト石材への嗜好・偏執が高まり、主活動域に接したサヌカイト石材産地へ
のサヌカイト石材の直接的採集活動が行われる。この結果、非サヌカイト石材への依存度が

低下し始める。石材供給活動が集団の回帰運動に組み込まれるという画期が想定されれば、
サヌカイト石材への依存拡大と相まって瀬戸内における後期旧石器的な諸相の成立を推測さ

せうる段階となるであろう。 
 サヌカイト石材の原産地での回帰的採集活動と遠隔地での非サヌカイト石材の現象は、石
器生産技術における「適応」を促し、石器製作工程における異所展開が始まる。これがいわ

ば剥片素材の石核から複数の剥片を生産するという二段階の工程を行う、瀬戸内系横長剥片
剥離技術となる。この技術的「適応」は、特定産地の石材が結果として流布した結果と考え

るより、すでに存在する主活動領域全体で限定された産地の石材を意図的に使用するために
進められたと考えた方が妥当であろう。この点で、筆者はサヌカイト石材の執着的使用、瀬

戸内系横長剥片剥離技術の出現、石器製作工程の異所展開といった特徴の出現から、安定し
た地域社会の存在を推定し、近畿地方中央部・瀬戸内地域における後期旧石器時代の始まり
を画期したいと考えている。 

 本稿であつかった碇岩南山遺跡の石器群は、国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法盛行期以降
の所産であり、サヌカイト石材への固執と石器生産工程の異所展開対応を維持しながらも、

典型的瀬戸内技法の認められない横長剥片剥離技術に変移しており、また削器と石核素材の
両方向性可変性も特徴的である。この段階においては、二元的な異所展開に対する自然的・
地理的・社会的いずれかまたは複数の不都合が生じつつあったのではないかという可能性を

伺わせている。 
 瀬戸内技法・国府型ナイフ形石器は、あくまで瀬戸内系旧石器の「極相」であり、石器生
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産におけるサヌカイト石材とその供給を回帰移動に組み込んだ瀬戸内系旧石器の様相の一つ
に過ぎないのであり、国府型ナイフ形石器・瀬戸内技法のみに瀬戸内系旧石器を代表させる

ことは、後期旧石器時代の画期から瀬戸内系旧石器の終焉までの多様な「適応」を視野に入
れない危惧があるといえようか。 
 

５．おわりに 

 本稿では、碇岩南山遺跡の石器群の検討を足がかりに、古瀬戸内の地形的環境を検討し、
サヌカイト石材と瀬戸内系旧石器時代遺跡の分布を動態として考えることにより、サヌカイ
ト石材の「開発」という問題を考えた。その結果、瀬戸内系旧石器のサヌカイト石材との結

びつきがどのように形成されたかについて、先のような一つの「仮説」をすることができと
考える。このサヌカイト原石産地への「遡上開発」と石器生産技術の「異所展開」によるサ

ヌカイト横長剥片剥離技術の出現、瀬戸内系旧石器の成立と変遷は、当該地域の旧石器時代
集団の地域に対する「適応」活動であったのである。 

 もとより、当該期は氷期最寒冷期を含む時期であり、地形的、生態的環境は現在と大きく
異なっている。また、現時点で把握された瀬戸内系旧石器の分布状況や石器群編年が確定し
ているわけでもない。本稿における議論は、細部の正確さではなく、制約された情報を基に

しながらも、まずは、大きな構造の指摘をともなう「仮説」の提示という「方向」を示すこ
とでなければならないと考える。その意図と議論の「方向」は、今後明らかになる情報によ

って修正されることは明らかではあるが、まず目の前の考古学的現象に対する「説明」を試
行する必要があろう。その意味で、本稿の瀬戸内系旧石器のサヌカイト石材開発に関する
「仮説」を理解していただければ幸大である。 
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第４節 サヌカイトの産地 

 

はじめに 

 サヌカイトは、安山岩の一種で、同質の石材が日本列島の火山活動の認められた地域に産出
地が点在している。列島各地で石器石材として供されたが、特に近畿・瀬戸内圏においてきわ

めて普遍的な石器石材として、旧石器から縄文・弥生時代まで利用された。ここでは、サヌカ
イトは主に打製石器の製作が製作され、その石材支配率は各時代を通して圧倒的であった。通
常サヌカイトという石材名称は、近畿・瀬戸内中部の二上山産や金山・五色台産、広島の冠高

原産を中心とした同種石材に限定して使用される場合が多い。 
 サヌカイトは、蛍光 X 線分析法により産地分析が最も早く行われた石材（東村・藁科 1975）

であり、多くの考古学的検討事例もある。ここでは、近畿・瀬戸内地域のサヌカイト石材の産
地と石器製作上の考古学的問題と、自然科学的方法による産地分析の、両者の間にある課題を

考えたい。 
 

サヌカイトの蛍光Ｘ線分析法による原石産地推定 

 サヌカイトで蛍光 X 線分析法により分析比較される対象は、原産地ごとの差異のない主成分

ではなく、いわば不純物として包有される微量成分である。サヌカイトは安山岩の一種であり、
溶岩流の系統や噴出時期、冷却され方などで、微量成分に変異が生じている。噴出源が異なる
場合は当然として、同じ産地にあってもかなりの変異幅を持った微量成分組成のばらつきがあ

る。ある程度の精度を確保するため、本来の原石産地の変異をカバーする検体数が確保されて
おり、蛍光 X 線分析後の統計的検定作業には問題ないと分析者はしている。 

 安山岩の一種であるサヌカイトはガラス質安山岩も含めると、同質の石材を日本列島に産す
るが、このうちから主な原石産地を単位として 66 原石群が比較資料として登録されている（藁

科 2001）。考古学的なサヌカイト石材の分析は、この原石群との間で蛍光 X 線分析により微
量成分組成の異同を調べ、多変量解析の手法を経て、原石群すべてとの一致度を計算、各産地
に帰属する確率を算出し、可能性の上位を候補としている。統計的方法を駆使する結果、石器

１点１点の石材原産地を決定的に解明というよりも、遺跡のサヌカイト全体の出自傾向を描く
に留まる場合もあり得るので、分析の限界についての理解が考古学研究者側に必要であろう。 

 また、遺跡出土の石材を分析して、原石産地が特定できない場合、未発見の産地石材が使用
されている場合が考えられるとしている。このため藁科は、傾向を同じくする試料をまとめて
「遺物群」とし、その分布域を求めている。現在サヌカイトでは全国に 25 群の「遺物群」が設

定され、将来の原石産地との対比を予定している。少なくとも、石器生産に寄与した未知の原
石産地がかなり存在していることは疑いないが、このような石材原産地発見への考古学研究者
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側の努力を、藁科は強く促している。 
 付記するが、微量成分組成を正確に捉えるためには、サヌカイト試料にはコンタミを避ける

ために風化面の除去を行う必要があり、完全な意味での非破壊検査とはなっていないので、考
古学的な重要資料を検体とするには、注意が必要である。 

 

考古学の作業と課題 

 それでは、この蛍光Ｘ分析法によるサヌカイト原石産地の推定と、実際の考古学的な作業を
結びつける上での問題点について考えよう。 

 サヌカイト石材は、旧石器時代では瀬戸内系旧石器の支配的石材として安定して使用され、
瀬戸内国府型ナイフ形石器や瀬戸内技法を極相に生み出している。二上山北麓、国分台・五色

台といったサヌカイト噴出源を起点として行われた石器製作工程の「異所展開」を前提とした
瀬戸内系横長剥片剥離技術伝統を発達させることにより、遠隔地での石材欠乏に適応したと考

えられる。このサヌカイト石材の拘束性は、瀬戸内系旧石器の構造的発現におおきく関与して
いると考えられ、旧石器研究に重要な視座を提供している。 
 一方、播磨など石材供給圏の狭間では、瀬戸内の当時陸化していた河床などを流下した転磨

の激しいサヌカイト円礫が臨機に採集されていたことが判明し、「岩屋」石材原産地として識
別されている（藁科 1991）。岩屋周辺の段丘崖は、流下礫からなる河床原石産地であり、おそ

らくこのような石材の分布範囲は播磨灘から大阪湾の海面下に広く広がるのであろう。この場
合サヌカイトを使用したとしても石材確保のあり方は、チャートや頁岩といった在地石材の河
床での臨機採集と同じと見なせることになり、火山岩としての石材原産地に対する拘束性は無

くなることは注意される。このような円礫を利用した石器生産の内容は、典型的な瀬戸内系旧
石器生産技術とは相違していると考えられる。 

 この岩屋産には国分台・五色台等から流下した石材が多く含まれるが、石材の蛍光 X 線分析
法では讃岐北部から直接採取したものか海没した河床から転石を採集したかは判断できない。

遺跡から出土したこのような石材は、付着する表皮面に転磨が認められるかをよく観察する必
要かある。また、国分台・五色台産以外のものも多くあり、たとえば瀬戸内海底に未知のサヌ
カイト噴出源が海没している可能性が考えられ、海岸部での転石状況を考古学側で把握する必

要がある。 
 先に述べた二上山や金山・五色台においても、同一石材原産地での多様な検体の確保に

は、石材原産地の微妙な地点差を把握している、たとえば石材原産地遺跡の資料収集家や考
古学研究者が検体を提供して協力することもあり得えよう。また、火山列島である日本に
は、一般に粗質・良質の安山岩産地が多数あるが、これらの一部についても積極的な踏査・

石材検体の確保が、考古学者の目から行われるべきであろう。とくに、有力なサヌカイト石
材原産地の知られていない山陰地方などである。この作業中に、藁科の設定する「遺物群」
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が本来の石材原産地に吸収されていくことになるだろう。 
 縄文時代では、瀬戸内の内海化により播磨地方などでは金山・五色台からの直接採集が困難

になったと考えられる。淡路島の縄文遺跡では多量のサヌカイト円礫が使用されており、海岸
の波打ちでの石材採集が一般化していることも考えられる。また、山陰では在地安山岩石材の
利用も窺え、全体として二上山、讃岐北部での原石産地の比重の低下が認められる。遺跡毎の

サヌカイト石材の形状を観察し、石器生産のあり方をよく検討する必要がある。 
 弥生時代では播磨地方東部にまで金山産のサヌカイトが大型盤状剥片として搬入された拠

点的な遺跡が認められ、「舟」による石材運搬・交易の可能性が考えられている。大型盤状剥
片か円礫かなど搬入形態と、表皮の付着部分に転磨雅があるか遺跡内での石器生産の実態を把
握してから解釈することが必要となるだろう。 

 実は、サヌカイトは肉眼観察によって、二上山産か讃岐産か否かといった程度の産地判断は
可能な場合がある。以前にも二上山北麓のサヌカイト噴出源でのサヌカイト礫の表皮の発泡風

化状況を提示し、サヌカイト噴出源を判断しようとした試みがあった。 
 兵庫県篠山市板井寺ケ谷遺跡（山口編 1991c）では、サヌカイトの風化面に現れる石理と結

晶の違いから二上山産とそれ以外とに肉眼観察で区分しようとし、肉眼観察も一定の有効性が
認められている。二上山産は約 80％で、近畿地方中央部との間に直線的な石器生産の異所展開
の様相が認められる。二上山産以外の石器は、蛍光 X 線分析法を経て「岩屋」とされており、

播磨側への臨機的石材採集の機会があったものと解釈されている。出土石器の全量蛍光Ｘ線分
析が不可能な場合、肉眼による判断も補完的には試みられるべきであろう。 

 一方、兵庫県神戸市玉津田中遺跡では、縄文時代晩期から弥生時代中期までのサヌカイト製
石器類 600 点という異例に大量の蛍光Ｘ線分析を行なっている。また蛍光Ｘ線分析と肉眼観察
もあわせて行なった 458 点では、一致 437 点、誤判定 21 点で、ここでも金山産か二上山産か

程度の肉眼観察の有効性も証明されている。 
 分析結果によると玉津田中遺跡では数量的には９割を越えるサヌカイトが金山産であり、そ

の大型盤状剥片が存在し、打製石包丁や多様な石器類がシステム的に生産される様相が伺える
という（藤田 1996）。重量比ではさらに圧倒した量を占める。玉津田中遺跡では、石器生産の

ほとんどが行われており、一般的な器種は金山産を使っている。岩屋産はほとんど認められな
かったという。 
 一方、中期には凸基の大型石鏃や打席石剣など「優品」が二上山産を素材としており、特定

器種では近畿地方中央部から播磨への流入も認められ、弥生時代の石材供給の多様性が窺える
結果となっている。以前より近畿地方中央部での遺跡間ネットワークが二上山産サヌカイト石

材を行き渡らせているとされてきたが、播磨東部の玉津田中遺跡もその一端に位置している可
能性がある。特に武器類が二上山産で広域に移動している可能性は、政治的・軍事的背景を予
期させよう。サヌカイトの石材原産地判定は、近畿地方中央部から播磨へといった領域外への

石器石材の移動を明らかに出来るであろう。 
 玉津田中遺跡において長期にわたるサヌカイト石材を大量に蛍光 X 線分析を行い、播磨地方
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と近畿地方中央部にまで及ぶサヌカイト石材の時期的な変遷まで解明したことは、単に蛍光 X
線方による産地分析法のというよりも、積極的な考古学側の石材研究の明確な意図の成果であ

ろう。 
 

おわりに 

 サヌカイト石材は自然現象として遺跡から出土するのではなく、考古学的な人為の所産とし

てある。本来、サヌカイトに限らずどのような石材においてもその産地と遺跡にもたらされた
経緯を判断するのは、あくまで考古学側の基礎的な作業であり課題であるといえる。自然科学
的石材産地分析の結果と考古学的情報をつなぎ合わせる根本的な姿勢を持ち続ける必要があ

るだろう。 
 蛍光 X 線分析法は、その比較検体の確保や統計ソフトなど、これからも精度の向上が期待さ

れる部分を持っている。考古学側からの積極的な関与が必要であろうし、最近の蛍光 X 線分析
機械の導入の促進をみると、今後は比較検体データの共有化が図られるのが望ましいだろう。 

 また、研究環境を一変させた千葉県のように、サヌカイト分布圏においても地域単位での多
様な石材を扱った石材マップの整備など、その環境整備が継続して行われることが望まれる。 
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